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２ 敷地前面及び周辺海域における調査結果２．敷地前面及び周辺海域における調査結果
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２．１ 敷地前面及び周辺海域の海底地形

①敷地前面及び周辺海域の海底地形①敷地前面及び周辺海域の海底地形

○敷地前面海域の沖合約3km～約12kmは，水深約
150m以浅の大陸棚となっており，大陸棚の沖合には，
大陸斜面 海盆 堆及び海底谷等があり 起伏に富む大陸斜面，海盆，堆及び海底谷等があり，起伏に富む
地形を呈している。

○大陸棚の傾斜は，約1/60～約1/30を示す。
○大陸斜面は，その大部分が大陸棚外縁から堆と海盆
の発達する水深約400m～約600mの大陸斜面縁辺の発達する水深約400m 約600mの大陸斜面縁辺
部へ続く斜面からなる。

○大陸斜面の傾斜は，寿都海脚付近より北側では約
1/25～約1/10であるが，南側では傾斜を増し，一部
約1/4以上の急傾斜も認められる。約1/4以上の急傾斜も認められる。

海底地形図
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２．２ 文献調査

①敷地前面海域の文献断層分布①敷地前面海域の文献断層分布

○文献調査によると，敷地前面海域には，活断層研究会
編(1991)，海上保安庁水路部(1975，1979)及び
徳山ほか(2001)により断層が示されている。

Ｄ海域

徳山ほか(2001)により断層が示されている。
○敷地前面海域では，文献断層を含む全範囲を網羅する
ように海上音波探査の測線を配置(P86～P87参照)
し，震源として考慮する活断層評価を実施している。

○なお，弁慶岬周辺は，敷地前面海域南西部のデータ補
Ａ海域

Ｂ海域

○なお，弁慶岬周辺は，敷地前面海域南西部のデ タ補
強を目的に海上音波探査を実施していることから，当
該範囲については，敷地前面海域に含む。

Ｅ海域

敷地前面海域

弁慶岬周辺

敷地前面海域の文献断層分布図
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２．２ 文献調査

②敷地周辺海域の文献断層分布②敷地周辺海域の文献断層分布

○敷地前面海域よりも更に沖合の敷地周辺海域に示され
ている主要な文献断層を示す。

○敷地周辺海域では 主要な文献断層に直交するように
Ａ海域

○敷地周辺海域では，主要な文献断層に直交するように
海上音波探査の測線を配置(P86～P87参照)し，震源
として考慮する活断層評価を実施している。

Ｃ海域
Ｄ海域

Ｅ海域

敷地前面海域

弁慶岬周辺

Ｂ海域

弁慶岬周辺

敷地周辺海域の主要文献断層分布図
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２．３ 海上音波探査

①海上音波探査の仕様(-1/2-)①海上音波探査の仕様(-1/2-)

【敷地前面海域】
○敷地から汀線方向約50ｋｍ，沖合方向約35ｋｍの範囲の海域。
○測線配置は，汀線方向及び沖合方向に約4km間隔の格子状を

Ａ海域

基本とした。
【弁慶岬周辺】
○敷地前面海域南西延長部にあたる弁慶岬周辺の東西方向約
40km及び南北方向約30kmの範囲の海域。

○測線配置は，当該海域北方の地質構造がNW-SE～N-S方向で○測線配置は，当該海域北方の地質構造がNW SE N S方向で
あること等から，東西方向に約4km間隔を基本とした。

【敷地周辺海域-A海域-】
○留萌西側の海域。
○測線配置は 文献断層にほぼ直交する東西方向に約5km間隔

Ｃ海域Ｄ海域

Ｂ海域○測線配置は，文献断層にほぼ直交する東西方向に約5km間隔
を基本とした。

【敷地周辺海域-B海域-】
○神威岬，弁慶岬及び積丹岬のそれぞれ西側の海域。
○測線配置は，A海域と同様。
【敷地周辺海域 C海域 】

Ｅ海域

【敷地周辺海域-C海域-】
○余市北側の海域。
○海上保安庁水路部，地質調査所及び石油公団の音波探査記録
を用いて解析を行った。

【敷地周辺海域-D海域※-】【敷地周辺海域 海域 】
○神威海脚西側の海域。
○測線配置は，A海域と同様。
【敷地周辺海域-E海域※-】
○寿都海底谷付近の海域。
○測線配置は A海域と同様

敷地前面海域

弁慶岬周辺○測線配置は，A海域と同様。

※敷地前面海域と隣接しており，当該海域の断層について敷地前面海域の断層と関連するものは，
敷地前面海域の断層として評価している。

弁慶岬周辺

海上音波探査測線図
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２．３ 海上音波探査

①海上音波探査の仕様(-2/2-)①海上音波探査の仕様(-2/2-)
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２．３ 海上音波探査

②敷地前面海域の地質・地質構造②敷地前面海域の地質・地質構造

○敷地前面海域の地質構造は，以下の構造によって特徴
づけられる。
・弁慶岬から寿都海底谷に沿って北西に延びるNW-SE弁慶岬から寿都海底谷に沿って北西に延びるNW SE
方向の地質構造
・岩内堆，二子海丘東側及び神威海脚西側にN-S方向
の地形の高まりを形成する，N-S方向ないしは，NNE-
SSW方向の地質構造SSW方向の地質構造

○上記構造は，神恵内堆及び二子海丘等の定向性をもた
ないⅥ層又はⅦ層の高まりに規制されて分布する。

右図：表層に堆積する数十m程度の薄層(主にⅠ,Ⅱ層)を剥いだ
地質分布図に地質構造を重ね合わせたもの

敷地前面海域の海底地質図
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２．３ 海上音波探査

③陸域と敷地前面海域の地層対比③陸域と敷地前面海域の地層対比

陸域と敷地前面海域の地質対比表○海上音波探査記録の解析により区分された敷地前面海域
の地層は，文献，柱状試料の分析結果，海域と陸域の地
層の連続性の確認結果等より 右表に示す形成年代に対層の連続性の確認結果等より，右表に示す形成年代に対
比される。

赤線を黒にする赤線を黒にする
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２．３ 海上音波探査

④敷地周辺海域の地層区分④敷地周辺海域の地層区分

○海上音波探査記録の解析により区分さ
れたA海域及びB海域の地質は，文献
等に基づき，右表に示す形成年代に対

敷地周辺海域の地層区分(A海域，B海域)

等に基づき，右表に示す形成年代に対
比される。

○C海域の地質は，A海域の地質と同様
に区分され，その形成年代も同様に対
比される。比される。

○D海域及びE海域の地質は，敷地前面
海域と隣接していることから，敷地前面
海域の地質と同様に区分され，その形
成年代も同様に対比される。成年代も同様に対比される。

※1 B海域におけるⅣ層は敷地前面海域におけるⅤ層及びⅥ層に相当する。( )内は，敷地前面海域における地層区分を示す。
※2 C海域の地質は，A海域の地質と同様に区分され，その形成年代も同様に対比される。
※3 D海域及びE海域の地質は，敷地前面海域と隣接していることから，敷地前面海域の地質と同様に区分され，その形成年代も同様に対比される。
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２．４ 個別断層の評価

①評価結果一覧(敷地前面海域)(-1/4-)①評価結果一覧(敷地前面海域)(-1/4-)

断層名
走向

(( )内は相対的
落下方向)

断層運動による

総合評価 備考
断層長さ
(km)

変形又は
変位が認められる
最上位層

変形又は変位が
認められない地層

神
威
海
脚
西
側

FD-2

NNE-SSW～N-S
(ESE～E)

Ⅱ層 なし

○Ⅱ層に変形が認められるか，又は
層厚が薄いこと等により層理が不
明瞭であることから，後期更新世
以降の活動を考慮する。

○両断層で背斜構造の規模が異なる
が，互いに走向及び相対的落下方
向が同じであり，連続することから，
これらの断層を「神威海脚西側の
断層」と呼称し，一連として後期更
新世以降の活動を考慮する。 約31.5km

○Ⅱ層に変形が認められるか 又は側
の
断
層

(ESE E)

FS-11 Ⅱ層 なし

○Ⅱ層に変形が認められるか，又は
層厚が薄いこと等により層理が不
明瞭であることから，後期更新世
以降の活動を考慮する。

○Ⅲ層に変形が認められるか，又は
層厚が薄いこと等により層理が不

○FD-1断層と岩内堆北方の断層は，
連続して認められないものの 共に

(詳細はP100～P104参照)

FD-1
NE-SW～NNE-SSW
(NW～WNW)

Ⅲ層 なし

層厚が薄いこと等により層理が不
明瞭であり，さらにⅡ層が分布しな
いことから，後期更新世以降の活
動を考慮する。

連続して認められないものの，共に
神威海脚西側のN-S方向の背斜
構造との関連が推定されることか
ら，これらの断層を一括して後期更
新世以降の活動を考慮する。

約39kN S

○Ⅱ層に変形が認められるか，又は
層厚が薄いこと等により層理が不

○両断層は，それぞれ傾斜方向が異
なるものの，神威海脚西側の背斜

約39km
岩
内
堆
北
方
の
断
層

FS-8
N-S
(W)

Ⅱ層 なし
層厚が薄いこと等により層理が不
明瞭であり，一部でⅡ層が分布して
いないことから，後期更新世以降
の活動を考慮する。

なるものの，神威海脚西側の背斜
構造の西翼に互いに近接して認め
られ，その背斜構造との関連が考
慮されることから，これらの断層を
「岩内堆北方の断層」と呼称し，一
括して後期更新世以降の活動を考
慮する。

FS-9
N-S
(E)

Ⅱ層 なし

○Ⅱ層に変形が認められるか，又は
層厚が薄いこと等により層理が不
明瞭であり，一部でⅡ層が分布して

(E)
いないことから，後期更新世以降
の活動を考慮する。

神恵内堆の断層群
(詳細はP111～P113参照)

不明
(様々)

Ⅱ層 なし

○Ⅱ層の変位・変形が小さく，下位の
Ⅶ層内の変位量も小さいと推定さ
れることから，後期更新世以降の
活動が継続的に生じた可能性は低
く 敷地に与える影響は小さいもの

－
連続性に
乏しい

(詳細はP105～P110参照)

( 参 ) (様々)
く，敷地に与える影響は小さいもの
と判断されるが，安全評価上，後期
更新世以降の活動を考慮する。

乏しい

※1 敷地前面海域では，文献断層を含む全範囲を網羅するように海上音波探査測線を配置し，震源として考慮する活断層評価を実施しており，表には震源として考慮するものを記載している。
※2 積丹半島西方沖には，活断層研究会編(1991)に活撓曲が示されており，海上音波探査記録から活構造は認められないことを確認しているが，当該地点は敷地に近接していることから，評価結果を資料集P44～P47に示す。
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２．４ 個別断層の評価

①評価結果一覧(敷地前面海域)(-2/4-)

F -1

(1)部拡大

①評価結果一覧(敷地前面海域)(-2/4-)

FD 1

神

岩
内
堆
北
方

神
威
海
脚
西
側
の
断
層

(1)部
方
の
断
層

(1)部

泊発電所

海域の活断層位置図 敷地前面海域の活断層位置図
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２．４ 個別断層の評価

①評価結果一覧(敷地前面海域)(-3/4-)①評価結果一覧(敷地前面海域)(-3/4-)

断層名
走向

(( )内は相対的
落下方向)

断層運動による

総合評価 備考
断層長さ
(km)

変形又は
変位が認められる
最上位層

変形又は変位が
認められない地層

FS-10

FS-10
NNE-SSW～N-S
(ESE～E)

Ⅱ層 なし

○Ⅱ層に変形が認められるか，又
は層厚が薄いこと等により層理が
不明瞭であることから，後期更新
世以降の活動を考慮する。

○f1断層は，FS-10断層と地形的な
連続性が途切れるものの，FS-10断
層北方延長に認められ，相対的落
下方向がほぼ同じであること，並び
にそれぞれの距離が近いことから，
FS-10断層と一連として後期更新
世以降の活動を考慮する

○Ⅳ層及びⅢ層下部に累積的な変
世以降の活動を考慮する。

約98km

f1
NW-SE
(NE)

Ⅲ層下部 なし
形が認められ，Ⅱ層では層厚が
薄いこと等により層理が不明瞭
であることから，後期更新世以降
の活動を考慮する。

岩内堆東撓曲
NNW-SSE～
NNE-SSW Ⅱ層 なし

○Ⅱ層に変形が認められるか，又
は層厚が薄いこと等により層理が
不明瞭であることから 後期更新

○Fs-10断層及び岩内堆東撓曲は，
大局的にN-S走向で西側隆起の構
造と推定される

岩内堆東撓曲 NNE SSW
(ENE～ESE)

Ⅱ層 なし
不明瞭であることから，後期更新
世以降の活動を考慮する。

造と推定される。
○Fs-10断層と岩内堆東撓曲の間に
は，長さの短い連続しない向斜軸が
認められる。

○岩内堆東撓曲の南西方には，大局
的に西傾斜の伏在断層が推定され
る岩内堆南方背斜が分布する。

○これらの構造については 連続しな岩内堆南方背斜
N-S

Ⅱ層 なし

○Ⅳ層に累積的な変形を与え，Ⅲ
層及びⅡ層に変形が認められる
か，又は層厚が薄いこと等により
層理が不明瞭であることから，後
期更新世以降の活動を考慮する ○これらの構造については，連続しな

いものの，ほぼ同走向で西傾斜の
構造が断続的に分布すること等か
ら，安全評価上，連動の対象として
評価する。

岩内堆南方背斜
(W)

Ⅱ層 なし 期更新世以降の活動を考慮する。

F -12 NNW-SSE～N-S
○Ⅱ層に変形が認められるか，又
は層厚が薄いこと等により層理が

(詳細はP114～P150参照)

FS-12
(詳細はP151～P154参照)

NNW-SSE～N-S
(E～ENE)

Ⅱ層 なし
は層厚が薄いこと等により層理が
不明瞭であることから，後期更新
世以降の活動を考慮する。

－ 約6.7km

寿
都
海断

FS-15 NW-SE(NE) Ⅲ層

なし

○Ⅲ層以下の地層に変位若しくは
変形が認められるか，又は層理
が不明瞭であり，さらにⅡ層が分
布していないこと等から，後期更

○これらの断層は，位置が近接し，走
向がほぼ同じであることから，安全
評価上，これらの断層を「寿都海底
谷の断層」と呼称し，一括して後期

約42k

FS-16 NW-SE(SW) Ⅱ層

F 17 NW SE(SW) Ⅲ層海
底
谷
の

断
層 なし

布していないこと等から，後期更
新世以降の活動を考慮する。

谷の断層」と呼称し， 括して後期
更新世以降の活動を考慮する。

約42kmFS-17 NW-SE(SW) Ⅲ層

FS-18 NW-SE(SW) Ⅲ層

FS-19 NW-SE(WSW) Ⅲ層(詳細はP155～P158参照)

※1 敷地前面海域では，文献断層を含む全範囲を網羅するように海上音波探査測線を配置し，震源として考慮する活断層評価を実施しており，表には震源として考慮するものを記載している。
※2 積丹半島西方沖には，活断層研究会編(1991)に活撓曲が示されており，海上音波探査記録から活構造は認められないことを確認しているが，当該地点は敷地に近接していることから，評価結果を資料集P44～P47に示す。



9595
２．４ 個別断層の評価

①評価結果一覧(敷地前面海域)(-4/4-)

(2)部拡大

①評価結果一覧(敷地前面海域)(-4/4-)

FS-10

(2)部(2)部

FS-12

泊発電所

岩
内
堆
南
方

海域の活断層位置図

方
背
斜

敷地前面海域の活断層位置図
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２．４ 個別断層の評価

②評価結果一覧(敷地周辺海域)(-1/4-)②評価結果一覧(敷地周辺海域)(-1/4-)

断層名

文献に示されている性状 海上音波探査記録の解析結果

総合評価 備考
断層長さ
(km)掲載文献

(( )内は長さ)

走向
(( )内は相対
的落下方向)

地形的特徴
変形又は
変位が認めら
れる最上位層

走向
(( )内は相対
的落下方向)

FA-1

①海上保安庁水路部「20
万分の1海底地質構造
図」(約27，21，15km)

②地質調査所「100万分
の1広域海底地質図」
(約35，33km)

③活断層研究会「〔新編〕

○南武蔵堆から神
威海嶺へ連なる
海底地形の高ま
りと，その東側の
天売舟状海盆か
ら石狩海盆の平
坦部との地形変

Ⅰ～Ⅱ層
NW-SE～N-S
(NE～E)

○Ⅰ～Ⅱ層に変位若しく
は変形が認められるか，
又は層厚が薄いこと
等により層理が不明
瞭であることから，後
期更新世以降の活動
を考慮する

○共に大局的に西傾斜
の断層で，FA-1’断層
は，FA-1断層が認めら
れる武蔵堆西縁の延
長部に認められ，地質
構造上の関連性が考
慮されることから 安

留
萌
西
側
海
域
の
断

③活断層研究会「〔新編〕
日本の活断層」(約
98km)

④地質調査所「日本地質
アトラス(第2版)」(約
66km)

⑤徳山ほか(2001)「日本
周辺海域中新世最末期

N-S～NE-SW
(E～SE)

坦部との地形変
換点付近。

を考慮する。 慮されることから，安
全評価上，一括して後
期更新世以降の活動
を考慮する。

約48km

FA-1’ Ⅰ～Ⅱ層
N-S
(E)

○Ⅰ～Ⅱ層に変位若しく
は変形が認められるか，
又は層厚が薄いこと
等により層理が不明
瞭であることから，後
期更新世以降の活動(詳細はP159

断
層

周辺海域中新世最末期
以降の構造発達史」(約
75km)

期更新世以降の活動
を考慮する。

FA-2
(詳細は
P166～
P169参照)

Ⅱ層下部
N-S～NE-SW
(E～SE)

○Ⅱ層下部に変位若しく
は変形が認められるか，
又は層厚が薄いこと
等により層理が不明
瞭であることから，後

－ 約65km

(詳細はP159
～P165参照)

参照) 瞭であることから，後
期更新世以降の活動
を考慮する。

西
側

FB-1

同上
①(約7，9，18，3km)
②(約45km)
③(約38，30，18，

)

○南後志海丘及び
奥尻海嶺の海底
地形の高まりと，
その東側の後志

Ⅰ～Ⅱ層
N-S～NE-SW
(E～SE)

○Ⅰ～Ⅱ層に変位又は
変形を与えていると判
断されることから，後
期更新世以降の活動

○共に後志舟状海盆西
縁に連続する相対的落
下方向がほぼ同じ断層
であること及びそれぞ

神
威
岬

海
域
の
断
層

17km)
④(約52，89，64km)
⑤(約49，62km)

N-S～NE-SW
(E～SE)

舟状海盆の平坦
部との地形変換
点付近。

を考慮する。 れの距離が近いことか
ら，これらの断層を
「FB-2断層」と呼称し，
一連として後期更新世
以降の活動を考慮する。

約101km

FB-2 Ⅰ～Ⅱ層下部
N-S
(E)

○Ⅰ～Ⅱ層下部に変位
又は変形を与えている
と判断されることから，
後期更新世以降の活
動を考慮する。(詳細はP170～P175参照)

※ 敷地周辺海域では，主要な文献断層を対象に，震源として考慮する活断層評価を実施している。

：震源として考慮する活断層 ：後期更新世以降の活動を考慮する活断層は認められないと判断されるもの
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２．４ 個別断層の評価

②評価結果一覧(敷地周辺海域)(-2/4-)

(3)部拡大

(4)部 (4)部拡大

②評価結果一覧(敷地周辺海域)(-2/4-)

FA-1

FB-1

FA-1’

FA-2

FB-2
(3)部

FA 2

泊発電所

海域の活断層位置図 敷地周辺海域の活断層位置図
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２．４ 個別断層の評価

②評価結果一覧(敷地周辺海域)(-3/4-)②評価結果一覧(敷地周辺海域)(-3/4-)

断層名

文献に示されている性状 海上音波探査記録の解析結果

総合評価 備考
断層長さ
(km)掲載文献

(( )内は長さ)

走向
(( )内は相対
的落下方向)

地形的特徴
変形又は
変位が認めら
れる最上位層

走向
(( )内は相対
的落下方向)

弁慶岬
西側海域の断層
(詳細は資料集P48～

P50参照)

③活断層研究会「〔新編〕
日本の活断層」(約
47km) N-S

(W)

○茂津多海脚の海
底地形の高まりと，
その西側の後志
舟状海盆の平坦
部との地形変換
点付近。

なし ー

○文献指摘位置では，Ⅴ層又はⅣ層にⅠ
～Ⅱ層及びⅢ層が，約15°以下の傾
斜角をもってアバットしており，変位・変
形は認められない。

－ －

積
丹
岬
西
側
海

FB-3
(詳細は

②地質調査所「100万分
の1広域海底地質図」
(約27，55km)

③活断層研究会「〔新編〕
日本の活断層」(約
25km)

④地質調査所「日本地質
N-S

○奥尻海嶺の海底
地形の高まりと，
その東側の堆積
盆の平坦部との
地形変換点付近。

Ⅰ～Ⅱ層
N-S

○Ⅰ～Ⅱ層に変形を与えていると判断さ
れる。
○FB-3断層の北方には，Ⅴ層の上位層
に断層運動に伴うものである可能性を
否定できない変形が認められる。
○安全評価上，これらを一連のものとして
後期更新世以降の活動を考慮する － 約45km海

域
の
断
層

(詳細は
P176～
P179参照)

④地質調査所「日本地質
アトラス(第2版)」(約
64km)

⑤徳山ほか(2001)「日本
周辺海域中新世最末期
以降の構造発達史」(約
89km)

(E)
Ⅰ～Ⅱ層

(E)
後期更新世以降の活動を考慮する。 － 約45km

余
市
北
側
断
層

FC-1
(詳細は
P180～
P183参照)

③活断層研究会「〔新編〕
日本の活断層」(約
23km)

N-S
(W)

○石狩湾の大陸棚
縁辺部。

ほとんどの区間
において，第四
系中部更新統
以上の地層が
欠如している
か，又は層厚
が薄いこと等

N-S
(W)

○海上保安庁水路部，地質調査所及び
石油公団の音波探査記録を用いて解析
を行った結果，文献に示される区間に
FC-1断層が推定される。
○ほとんどの区間において，第四系中部
更新統以上の地層が欠如しているか，
又は層厚が薄いこと等により層理が不

－ 約27km

層 が薄 等
により層理が
不明瞭。

又は層厚が薄 等 より層 が不
明瞭であることから，後期更新世以降
の活動を考慮する。

※ 敷地周辺海域では，主要な文献断層を対象に，震源として考慮する活断層評価を実施している。

：震源として考慮する活断層 ：後期更新世以降の活動を考慮する活断層は認められないと判断されるもの



9999
２．４ 個別断層の評価

②評価結果一覧(敷地周辺海域)(-4/4-)

(5)部拡大 (6)部拡大

②評価結果一覧(敷地周辺海域)(-4/4-)

積
丹
岬
西 余

(5)部拡大 (6)部拡大

FB-3

西
側
海
域
の
断
層

FC-1

余
市
北
側
断
層

(6)部

弁

(5)部

弁
慶
岬
西
側
海
域
の
断
層

泊発電所
層

海域の活断層位置図 敷地周辺海域の活断層位置図
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２．４ 個別断層の評価

③-1 F -2断層及びF -11断層(F -2断層及びF -11断層の評価)③-1 FD-2断層及びFS-11断層(FD-2断層及びFS-11断層の評価)

【FD-2断層】
○測線C-8～測線C-10におい
て，後期更新世以降の活動
を考慮する。

○FD-2断層及びFS-11断層は，二子海丘と神威海脚の間におい
て，ほぼ南北に連なる隆起帯の東側からその南方に位置し，
NNE-SSW方向～N-S方向に延びる断層である。

断 に変 が が薄
を考慮する。

○FD-2断層は，Ⅱ層に変形が認められるか，又は層厚が薄いこ
と等により層理が不明瞭である。
○FS-11断層は，Ⅱ層に変形が認められるか，又は層厚が薄いこ
と等により層理が不明瞭である。
○FD-2断層とFS-11断層は，両断層間で背斜構造の規模が異な

測線C-8

○FD 2断層とFS 11断層は，両断層間で背斜構造の規模が異な
るが，互いに走向及び相対的落下方向が同じであり，連続する
ことから，これらの断層を「神威海脚西側の断層」と呼称し，一
連として後期更新世以降の活動を考慮する。
○断層長さは，約31.5kmと評価する。

測線C-10

測線3

【FS-11断層】
○測線m～測線3において，後
期更新世以降の活動を考慮
する

測線m

する。

敷地前面海域の断層位置図
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③-2 F -2断層(測線C-7)

２．４ 個別断層の評価

③-2 FD-2断層(測線C-7)

○FD-2断層北端部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FD-2断層延長位置付近のⅡ層はほぼ水平に堆積しており，変位・
変形及び層厚変化は認められない。

FD-2延長位置

音波探査記録

位置図 地質断面図

Ⅱ層はほぼ水平に堆積しており，変位・変形及び
層厚変化は認められない。
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③-3 F -2断層(測線C-9)

２．４ 個別断層の評価

③-3 FD-2断層(測線C-9)

○FD-2断層中央部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅲ層に累積的な変形が認められ，Ⅱ層は層厚が薄いこと等により
層理が不明瞭であることから，後期更新世以降の活動を考慮する。

音波探査記録

Ⅱ層は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭であ
ることから，後期更新世以降の活動を考慮する。

位置図 地質断面図

Ⅲ層に累積的な変形が認められる。
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③-4 F -11断層(測線k)

２．４ 個別断層の評価

③-4 FS-11断層(測線k)

○FS-11断層南部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅲ層に累積的な変形が認められ，Ⅱ層は層厚が薄いこと等により層理が不明
瞭であることから，後期更新世以降の活動を考慮する。

音波探査記録

Ⅱ層は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭であ
ることから，後期更新世以降の活動を考慮する。

位置図 地質断面図

Ⅲ層に累積的な変形が認められる。
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③-5 F -11断層(測線B-10)

２．４ 個別断層の評価

③-5 FS-11断層(測線B-10)

○FS-11断層南端の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FS-11断層延長位置付近のⅡ層及びⅢ層はほぼ水平に堆
積しており，変位・変形及び層厚変化は認められない。

音波探査記録

FS-11延長位置

Ⅱ層及びⅢ層はほぼ水平に堆積しており，変位・変
形及び層厚変化は認められない。

位置図 地質断面図
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２．４ 個別断層の評価

④-1 F -1断層 F -8断層及びF -9断層(F -1断層 F -8断層及びF -9断層の評価)④-1 FD-1断層，FS-8断層及びFS-9断層(FD-1断層，FS-8断層及びFS-9断層の評価)

【FD-1断層】
○測線C-7～測線KEM7におい
て，後期更新世以降の活動
を考慮する

○FD-1断層は，二子海丘と神威海脚の間において，ほぼ南北に
連なる隆起帯の西側に位置し，ほぼNE-SW方向～NNE-SSW
方向に延びる断層である。

断 に変 が が薄

測線KEM5

を考慮する。○FD-1断層は，Ⅲ層に変形が認められるか，又は層厚が薄いこ
と等により層理が不明瞭であり，さらにⅡ層が分布しない。
○FS-8断層及びFS-9断層は，二子海丘と神威海脚の間にほぼ
南北に連なる隆起帯の南西部に位置し，ほぼN-S方向に延び
る断層である。

測線C-7

【FS-9断層】
○測線 測線B 5

る断層である。
○FS-8断層及びFS-9断層は，Ⅱ層に変形が認められるか，又は
層厚が薄いこと等により層理が不明瞭であり，一部でⅡ層が分
布しない。
○FS-8断層及びFS-9断層は，それぞれの傾斜方向が異なるもの
の 神威海脚西側の背斜構造の西翼に互いに近接して認めら

測線KEM7

測線B-6

○測線m～測線B-5
において，後期更
新世以降の活動を
考慮する。

測線B-5

【FS-8断層】
○測線B-6～測線B-8
において，後期更新
世以降の活動を考慮

の，神威海脚西側の背斜構造の西翼に互いに近接して認めら
れ，その背斜構造との関連が考慮されることから，これらの断
層を「岩内堆北方の断層」と呼称し，一括して後期更新世以降
の活動を考慮する。
○さらに，FD-1断層と岩内堆北方の断層は，連続して認められな
いも 共に神威海脚西側 N S方向 背斜構造と 関連

測線m

する。いものの，共に神威海脚西側のN-S方向の背斜構造との関連
が推定されることから，これらの断層を一括して後期更新世以
降の活動を考慮する。
○断層長さは，約39kmと評価する。

敷地前面海域の断層位置図
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④-2 F -1断層(測線KEM5)

２．４ 個別断層の評価

④-2 FD-1断層(測線KEM5)

○FD-1断層北端部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FD-1断層延長位置付近のⅡ層及びⅢ層は緩やかに傾斜する海底面に概ね平行に
堆積しており，変位・変形及び層厚変化は認められない。

測線KEM5 音波探査記録

Ⅱ層及びⅢ層は緩やかに傾斜する海底面に概ね
平行に堆積しており，変位・変形及び層厚変化は
認められない。

FD-1延長位置

位置図 地質断面図
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④-3 F -1断層(測線C-9)

２．４ 個別断層の評価

④-3 FD-1断層(測線C-9)

○FD-1断層中央部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅲ層に累積的な変形が認められ，Ⅱ層が分布しないことから，後期更新世以降
の活動を考慮する。

音波探査記録

Ⅱ層が分布しないことから，後期更新世以降の
活動を考慮する。

位置図 地質断面図

Ⅲ層に累積的な変形が認められる。
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④-4 F -9断層(測線3)

２．４ 個別断層の評価

④-4 FS-9断層(測線3)

○FS-9断層中央部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅲ層に累積的な変形が認められ，Ⅱ層は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭で
あることから，後期更新世以降の活動を考慮する。

音波探査記録

Ⅱ層は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭である
ことから，後期更新世以降の活動を考慮する。

位置図 地質断面図

Ⅲ層に累積的な変形が認められる。
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④-5 F -8断層(測線B-8)

２．４ 個別断層の評価

④-5 FS-8断層(測線B-8)

○FS-8断層南部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅲ層に累積的な変形が認められ，Ⅱ層が分布しないことから，後期更
新世以降の活動を考慮する。

音波探査記録

Ⅱ層が分布しないことから，後期更新世以降
の活動を考慮する。

地質断面図

Ⅲ層に累積的な変形が認められる。

位置図
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④-6 F -8断層(測線5)

２．４ 個別断層の評価

④-6 FS-8断層(測線5)

○FS-8断層南端の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅵ層下部以下に変位が認められる。
○Ⅵ層上部以上は，緩やかに傾斜する海底面に概ね平行に堆積しており，変位，
累積的な変形 層厚変化等は認められない累積的な変形，層厚変化等は認められない。

音波探査記録

FS-8延長位置Ⅵ層上部以上は，緩やかに傾斜する海底面に概ね平行に堆積し
ており，変位，累積的な変形，層厚変化等は認められない。

地質断面図位置図

Ⅵ層下部以下に変位が認められる。
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２．４ 個別断層の評価

⑤-1 神恵内堆の断層群(神恵内堆の断層群の評価)⑤-1 神恵内堆の断層群(神恵内堆の断層群の評価)

○神恵内堆付近には，Ⅱ層及びⅢ層に変形を与えている可能性
のある複数の小規模な褶曲構造及び断層が認められ，第四紀
後期の活動を否定できない。

落 方向が様 隣接 測線 連○しかし，これらはその落下方向が様々で，隣接する測線への連
続性に乏しい。
○また，これらはⅡ層の変位・変形が小さく，下位のⅦ層内の変
位量も小さいと推定されることから，後期更新世以降の活動が
継続的に生じた可能性は低く，敷地に与える影響は小さいもの

測線C-7

継続的に生じた可能性は低く，敷地に与える影響は小さいもの
と判断されるが，安全評価上，断層の分布する範囲で後期更
新世以降の活動を考慮する。

測線KEM7

敷地前面海域の断層位置図
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⑤-2 神恵内堆の断層群(測線i)

２．４ 個別断層の評価

⑤-2 神恵内堆の断層群(測線i)

○神恵内堆の断層群の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅱ層及びⅢ層に変形を与えている可能性のある複数の小規模な褶曲構造及
び断層が認められる。
○しかし これらはその落下方向が様々で 隣接する測線への連続性に乏しい○しかし，これらはその落下方向が様々で，隣接する測線への連続性に乏しい。
○また，これらはⅡ層の変位・変形が小さく，下位のⅦ層内の変位量も小さい。

音波探査記録

○Ⅱ層及びⅢ層に変形を与えている可能
性のある複数の小規模な褶曲構造及び
断層が認められる

地質断面図
位置図

断層が認められる。
○しかし，これらはその落下方向が様々で，
隣接する測線への連続性に乏しい。

○また，これらはⅡ層の変位・変形が小さく，
下位のⅦ層内の変位量も小さい。
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⑤-3 神恵内堆の断層群(測線5)

２．４ 個別断層の評価

⑤-3 神恵内堆の断層群(測線5)

○神恵内堆の断層群の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅱ層及びⅢ層に変形を与えている可能性のある複数の小規模な褶曲構造及
び断層が認められる。

○しかし これらはその落下方向が様々で 隣接する測線への連続性に乏しい○しかし，これらはその落下方向が様々で，隣接する測線への連続性に乏しい。
○また，これらはⅡ層の変位・変形が小さく，下位のⅦ層内の変位量も小さい。

音波探査記録

○Ⅱ層及びⅢ層に変形を与えている可能
性のある複数の小規模な褶曲構造及び
断層が認められる。

位置図
地質断面図

○しかし，これらはその落下方向が様々で，
隣接する測線への連続性に乏しい。

○また，これらはⅡ層の変位・変形が小さく，
下位のⅦ層内の変位量も小さい。
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⑥-1 敷地前面海域で連動を考慮する断層(概要及び位置図) 一部修正(H25/9/11審査会合)

２．４ 個別断層の評価

○Fs-10断層(Fs-10断層，f1断層)及び岩内堆東撓曲は，大局的にN-S走向で西側隆起の構造と推定される。
○Fs-10断層と岩内堆東撓曲の間には，長さの短い連続しない向斜軸が認められる。
○岩内堆東撓曲の南西方には，大局的に西傾斜の伏在断層が推定される岩内堆南方背斜が分布する。
○これらの構造については，連続しないものの，ほぼ同走向で西傾斜の構造が断続的に分布すること等から，安全評価上，連動の対象として評価している。

⑥-1 敷地前面海域で連動を考慮する断層(概要及び位置図) 一部修正(H25/9/11審査会合)

○これらの構造については，連続しないものの，ほぼ同走向で西傾斜の構造が断続的に分布すること等から，安全評価上，連動の対象として評価している。

Fs-10断層

(Fs-10断層，f1断層)

N-S走向の連続しない向斜軸

岩内堆東撓曲

左図：表層に堆積する数十m程度の薄層(主にⅠ,Ⅱ層)を剥いだ
地質分布図に地質構造を重ね合わせたもの

岩内堆南方背斜
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⑥-2 敷地前面海域で連動を考慮する断層( F 10断層(F 10断層 f1断層)) 一部修正(H25/9/11審査会合)

２．４ 個別断層の評価

○Fs-10断層は，二子海丘東方のN-S～NNE-SSW方向の地形の高まりの東翼基部に認められる断層である。
○f1断層は，Fs-10断層北方のNW-SE方向の地形の高まりの東翼基部に認められる断層である。
○これらの断層は地形的に連続しないが，相対的に落下方向が同じであること及び距離が近いことから，一連として評価している。

⑥-2 敷地前面海域で連動を考慮する断層( FS-10断層(FS-10断層，f1断層)) 一部修正(H25/9/11審査会合)
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⑥-2 敷地前面海域で連動を考慮する断層( F 10断層(F 10断層 f1断層)【測線B 4】) 一部修正(H25/9/11審査会合)

２．４ 個別断層の評価

○西傾斜の斜面中に小規模な地形の高まりが存在し，その東翼基部
にFS-10断層が認められる。

⑥-2 敷地前面海域で連動を考慮する断層( FS-10断層(FS-10断層，f1断層)【測線B-4】) 一部修正(H25/9/11審査会合)

N-S～NNE-SSW方向の
地形の高まり

小規模な地形の高まり

音波探査記録及び地質断面図(音源：GIｶﾞﾝ)
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⑥-2 敷地前面海域で連動を考慮する断層( F 10断層(F 10断層 f1断層)【測線KEM4】) 一部修正(H26/3/5審査会合)

２．４ 個別断層の評価

⑥-2 敷地前面海域で連動を考慮する断層( FS-10断層(FS-10断層，f1断層)【測線KEM4】) 一部修正(H26/3/5審査会合)

○Ⅳ層及びⅢ層下部に層厚変化を伴う累積的な変形が認められる。
○Ⅱ層では層厚が薄いこと及び層理が不明瞭であること等から，安全評価上，後期更新世以降の活動を考慮する。

Ⅳ層及びⅢ層下部に認められる
層厚変化を伴う累積的な変形

音波探査記録及び地質断面図(音源：ｴｱｶﾞﾝ)

f1
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⑥-3 敷地前面海域で連動を考慮する断層(岩内堆東撓曲) 一部修正(H25/9/11審査会合)

２．４ 個別断層の評価

⑥-3 敷地前面海域で連動を考慮する断層(岩内堆東撓曲) 一部修正(H25/9/11審査会合)

○岩内堆は，北部は神恵内堆に，南部は海底谷に規制され，NNW-SSE方向の地形の高まりを形成している。
○岩内堆東撓曲は，岩内堆東翼基部に認められ，NNW-SSE走向で西側隆起の断層が推定される。
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⑥-3 敷地前面海域で連動を考慮する断層(岩内堆東撓曲【測線g】) 一部修正(H25/9/11審査会合)

２．４ 個別断層の評価

⑥-3 敷地前面海域で連動を考慮する断層(岩内堆東撓曲【測線g】) 一部修正(H25/9/11審査会合)

○岩内堆の東翼基部に岩内堆東撓曲が，西翼基部に寿都海底谷の断層(FS-16及びFS-18)が認められる。

岩内堆

寿都海底谷

岩内堆

寿都海底谷

音波探査 録 び地質断 (音 ﾞ )音波探査記録及び地質断面図(音源：GIｶﾞﾝ)
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⑥-4 敷地前面海域で連動を考慮する断層(岩内堆南方背斜) 一部修正(H25/9/11審査会合)

２．４ 個別断層の評価

⑥-4 敷地前面海域で連動を考慮する断層(岩内堆南方背斜) 一部修正(H25/9/11審査会合)

○岩内堆南方には，長さ5km程度でN-S走向の複数の背斜(岩内堆南方背斜1～4)が，断続的に認められる。
○岩内堆南方背斜は，寿都海底谷にほぼ並走し，それぞれバルジ状の地形を形成している。
○大局的には，同センス撓曲構造が帯状又は線状に連なり，互いに距離が近接していることから，安全評価上，一連の構造として評価している。

岩内堆南方背斜1

岩内堆南方背斜2 EW2A EW2A

岩内堆南方背斜3

岩内堆南方背斜4
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⑥-4 敷地前面海域で連動を考慮する断層(岩内堆南方背斜【測線EW2A】) 一部修正(H25/9/11審査会合)

２．４ 個別断層の評価

⑥-4 敷地前面海域で連動を考慮する断層(岩内堆南方背斜【測線EW2A】) 一部修正(H25/9/11審査会合)

○寿都海底谷の西側に岩内堆南方背斜1が認められ，バ
ルジ状の高まりを形成している。

寿都海底谷

岩内堆南方背斜1

寿都海底谷
岩内堆南方背斜1

岩内堆南方背斜2 EW2A岩内堆南方背斜

岩内堆南方背斜3

岩内堆南方背斜4

音波探査記録及び地質断面図(音源：ｴｱｶﾞﾝ)
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⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【検討目的及び方法】)

２．４ 個別断層の評価

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【検討目的及び方法】)

【検討目的】
○敷地前面海域で連動を考慮する断層の北端について詳細な評
価を行う。
【検討方法】【検討方法】
○f1断層～f1断層北方の地質・地質構造について海上音波探査
記録を用いて検討する。
○敷地前面海域で連動を考慮する断層であるFS-10断層(FS-10
断層，f1断層)，岩内堆東撓曲及び岩内堆南方背斜の活動性

断層名 評価 備考

神威海脚 側 断層

ab

について平均変位速度を用いて検討し，北端の活動性について
確認する。

a
神威海脚西側の断層
(FD-2断層，FS-11断層)

約31.5km

b

FD-1断層

約39km
地形及び地質構造の連続
性を考慮して一括評価岩内堆北方の断層

(FS-8断層 FS-9断層)

f
e

(FS 8断層，FS 9断層)

c FS-12断層 約6.7km※
岩内堆東撓曲の活動に伴
い副次的に形成された断
層と推定される

d
寿都海底谷の断層

約42km

cd

d
(FS-15断層～FS-19断層)

約42km

e 神恵内堆の断層群 ー※

f

FS-10断層
(FS-10断層，f1断層)

約98km 連動の対象として評価f 約98km 連動の対象として評価
岩内堆東撓曲

岩内堆南方背斜

※孤立した短い活断層として評価
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⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層 f1断層北方の地質 地質構造 測線KEM4】) 一部修正(H25/12/11審査会合)

２．４ 個別断層の評価

測線KEM4

○本測線では，Ⅳ層及びⅢ層下部に層厚変化を伴う累積的な変形が認められる。
○Ⅱ層では層厚が薄いこと及び層理が不明瞭であること等から，安全評価上，後期更新世以降の活動を考慮する。

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層～f1断層北方の地質・地質構造，測線KEM4】) 一部修正(H25/12/11審査会合)

Ⅳ層及びⅢ層下部に認められる
層厚変化を伴う累積的な変形

測線KEM4

層厚変化を伴う累積的な変形

f1

二子海丘

※音源：エアガン

測線位置図



124124

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層 f1断層北方の地質 地質構造 測線KEM3】) 一部修正(H25/9/11審査会合)

２．４ 個別断層の評価

○f1断層の北方には，NW-SE方向のⅤ層の地形の高まりが分布する。
○高まりの東翼に分布するⅡ層及びⅢ層はほぼ水平に堆積し，変位・変形及び層厚変化は認められない。
○高まりの西翼に分布するⅢ層に変位・変形及び層厚変化は認められない。

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層～f1断層北方の地質・地質構造，測線KEM3】) 一部修正(H25/9/11審査会合)

NW-SE方向の
Ⅴ層 地形 高まり

f1断層延長部

Ⅱ・Ⅲ層：ほぼ水平に堆積，変位・変形及び
層厚変化なし

測線KEM3

NW-SE方向のⅤ層の地形の高まり

Ⅴ層の地形の高まり
f1断層延長部

Ⅲ層：変位・変形及び層厚変化なし

二子海丘

※音源：エアガン
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一部修正(H25/9/11審査会合)⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層 f1断層北方の地質 地質構造 測線KEM2】)

２．４ 個別断層の評価

○NW-SE方向のⅤ層の地形の高まりの東翼に分布するⅡ層及びⅢ層はほぼ水平に堆積し，変位・変形及び層厚変化は認められない。
○高まりの西翼に分布するⅢ層は海底面とほぼ平行に堆積し，変位・変形及び層厚変化は認められない。

一部修正(H25/9/11審査会合)⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層～f1断層北方の地質・地質構造，測線KEM2】)

f1断層延長部

測線KEM2

NW-SE方向のⅤ層の地形の高まり

Ⅲ層：海底面とほぼ平行に堆積，変位・変形

NW-SE方向の
Ⅴ層の地形の高まり

Ⅱ・Ⅲ層：ほぼ水平に堆積，変位・変形及び
層厚変化なし

底 積，
及び層厚変化なし

二子海丘
※音源：エアガン
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一部修正(H25/9/11審査会合)⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層 f1断層北方の地質 地質構造 測線KEM1】)( 1/2 )

２．４ 個別断層の評価

○小規模なⅤ層の地形の高まりの東翼基部付近(①)及び堆積盆内(②)に，Ⅳ層の変形が認められる。
○①では，Ⅲ層は高まりに対してアバットしており，層厚変化を伴わずほぼ水平に堆積している(ニアトレース記録参照)。
○②では，Ⅲ層はⅣ層に対してアバットしており，層厚変化を伴わずほぼ水平に堆積している(ニアトレース記録参照)。
○小規模な高まりの西翼に分布するⅢ層は海底面とほぼ平行に堆積し 変位 変形及び層厚変化は認められない

一部修正(H25/9/11審査会合)⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層～f1断層北方の地質・地質構造，測線KEM1】)(-1/2-)

○小規模な高まりの西翼に分布するⅢ層は海底面とほぼ平行に堆積し，変位・変形及び層厚変化は認められない。

小規模なⅤ層の地形の高まり

小規模なⅤ層の
地形の高まり

NW-SE方向の
Ⅴ層の地形の高まり

測線KEM1

① ②

Ⅲ層：海底面とほぼ平行に堆積，変位・
変形及び層厚変化なし

Ⅳ層の変形Ⅳ層の変形

二子海丘

※音源：エアガン※音源：エアガン
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一部修正(H25/12/11審査会合)⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層 f1断層北方の地質 地質構造 測線KEM1】)( 2/2 )

２．４ 個別断層の評価

○小規模なⅤ層の地形の高まりの東翼基部付近(①)及び堆積盆内(②)について，ニアトレース記録を確認した。
○小規模なⅤ層の地形の高まりの東翼基部付近(①)及び堆積盆内(②)に，Ⅳ層の変形が認められる。
○①では，Ⅲ層は高まりに対してアバットしており，層厚変化を伴わずほぼ水平に堆積している。
○②では Ⅲ層はⅣ層に対してアバットしており 層厚変化を伴わずほぼ水平に堆積している

一部修正(H25/12/11審査会合)

○小規模なⅤ層の地形の高まりの東翼基部付近(①)及び堆積盆内(②)について，ニアトレース記録を確認した。
○小規模なⅤ層の地形の高まりの東翼基部付近(①)及び堆積盆内(②)に，Ⅳ層の変形が認められる。
○①では，Ⅲ層は高まりに対してアバットしており，層厚変化を伴わずほぼ水平に堆積している。
○②では Ⅲ層はⅣ層に対してアバットしており 層厚変化を伴わずほぼ水平に堆積している

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層～f1断層北方の地質・地質構造，測線KEM1】)(-2/2-)

○②では，Ⅲ層はⅣ層に対してアバットしており，層厚変化を伴わずほぼ水平に堆積している 。

測線KEM1 ニアトレース

○②では，Ⅲ層はⅣ層に対してアバットしており，層厚変化を伴わずほぼ水平に堆積している 。

①
②

※音源：エアガン

Ⅲ層：ほぼ水平に堆積，高まり
に対してアバットし，層厚
変化なし。

Ⅲ層：ほぼ水平に堆積，Ⅳ層に
対してアバットし，層厚変
化なし。

※変形が及んでいると考えられる地層の一部を着色

撓曲基部の軸
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⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層～f1断層北方の地質・地質構造 まとめ】)

２．４ 個別断層の評価

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【f1断層～f1断層北方の地質・地質構造，まとめ】)

○測線KEM4では，Ⅳ層及びⅢ層下部に層厚変化を伴う累積的な変形が認められる。
○Ⅱ層では層厚が薄いこと及び層理が不明瞭であること等から，安全評価上，後期更新世以降の活動を考慮する。
○測線KEM4より北方の測線KEM1～3では，Ⅲ層以上に変位・変形及び層厚変化は認めらない。○測線KEM4より北方の測線KEM1 3では，Ⅲ層以上に変位 変形及び層厚変化は認めらない。

○f1断層～f1断層北方の地質・地質構造について検討した結果 測線KEM1～3の地質構造については中期更新世以○f1断層～f1断層北方の地質・地質構造について検討した結果，測線KEM1～3の地質構造については中期更新世以
降の活動が認められない。
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⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【断層の活動性 平均変位速度】)(-1/2-)

２．４ 個別断層の評価

○Fs-10断層(Fs-10断層，f1断層)，岩内堆東撓曲及び岩内堆南方背斜にかけて，海上音波探査記録より，Ⅳ/Ⅴ層境界，Ⅲ/Ⅳ層境界の平均変位速度
を算出し，各活構造の活動性について検討し，以下の結果を確認した。
・神恵内堆を挟み，南方(岩内堆南方背斜，岩内堆東撓曲)で平均変位速度が大きく，北方(Fs-10断層，f1断層)で平均変位速度が小さい。
・Ⅲ/Ⅳ層境界における平均変位速度の分布は，岩内堆東撓曲にピークが認められる。

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【断層の活動性，平均変位速度】)(-1/2-)

Ⅲ/Ⅳ層境界における平均変位速度の分布は，岩内堆東撓曲にピ クが認められる。

0.40

0.50

年
)

平均変位速度の分布

Ⅳ/Ⅴ層境界：青
Ⅲ/Ⅳ層境界平均変位速度大 Ⅲ/Ⅳ層境界平均変位速度小
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0.20

0.30
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均
変
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年

Ⅲ/Ⅳ層境界：赤

Fs-8断層西方の向斜

0.00
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110

距 離(km)

敷地前面海域で連動を考慮する断層の平均変位速度

岩内堆南方背斜 岩内堆東撓曲 FS-10断層 f1断層

○敷地前面海域で連動を考慮する断層のⅣ層堆積以降の活動性は，神恵内堆を境に活動性が異なると判断され，北方のFS-10断層，f1
断層は相対的に活動性が小さいものと判断される。
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⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【断層の活動性 平均変位速度】)(-2/2-)

２．４ 個別断層の評価

○Ⅳ/Ⅴ層，Ⅲ/Ⅳ層境界における平均変位速度は，以下の式を用いて算出した。

平均変位速度 ＝ 変位量 / 層境界年代(上位層の堆積開始年代)

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【断層の活動性，平均変位速度】)(-2/2-)

変
位
速
度
の
分
布

Ⅴ
層
境
界
：
青

Ⅳ
層
境
界
：
赤

【変位量】

海上音波探査記録で確認される活構造付近の Ⅳ/Ⅴ層，Ⅲ/Ⅳ層境界の構造頂部標高と
底部標高の差から算出。

【層境界年代】

Ⅳ/Ⅴ層境界 ： Ⅳ層は海域の活発な隆起運動が開始した後に堆積したものと推定され
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Ⅳ/Ⅴ層境界 ： Ⅳ層は海域の活発な隆起運動が開始した後に堆積したものと推定され，
1.8Ma以降に堆積したものと推定される(H25.7設置変更許可申請書)こ
とから，Ⅳ層下面年代は約1.8Maと仮定。

Ⅲ/Ⅳ層境界 ： Ⅲ層下部は下部～中部更新統と判断され，下部/中部更新統は町田ほか
編著(2003)によれば，0.78Maであることから，Ⅲ層堆積開始時期を考
慮し Ⅲ層下面年代は約1 0M と仮定
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⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【断層の活動性 f1断層北方におけるⅤ層の地形の高まり】)

２．４ 個別断層の評価

○f1断層北方におけるⅤ層の地形の高まりは，f1断層に関わる背斜構造と地形的に連続しない。
○KEM2，KEM3の海上音波探査記録では，Ⅴ層の高まりの東翼基部及び西翼基部には少なくとも中期更新世以降の活動が認められない。

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【断層の活動性，f1断層北方におけるⅤ層の地形の高まり】)

f1断層北方におけるⅤ層の地形の高まり

断層f1断層

○FS-10断層に関わる一連の断層活動は，f1断層までは否定できないものの，その北方の地形の高まりには及んでいないと判断される。
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⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【断層の活動性 北方の文献レビュ 】) 一部修正(H25/12/11審査会合)

２．４ 個別断層の評価

○岡村(2013)及び徳山ほか(2001)では，敷地前面海域で連動を考慮す
る断層の北方に連続するような活断層は記載されていない。

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【断層の活動性， 北方の文献レビュー】) 一部修正(H25/12/11審査会合)

FS-10断層及びｆ１断層

活断層

背斜

f１断層

FS-10断層

敷地前面海域で連動を考慮する断層北方付近の文献断層(岡村，2013に加筆)
右図範囲

FS-10断層及びｆ１断層

逆断層

背斜

敷地前面海域で連動を考慮する断層北方付近の文献断層(徳山ほか，2001に加筆)
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⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【断層の活動性 まとめ】)

２．４ 個別断層の評価

【敷地前面海域で連動を考慮する断層の平均変位速度】
○敷地前面海域で連動を考慮する断層のⅣ層堆積以降の活動性は，神恵内堆を境に活動性が異なると判断され，北方のFS-10断層，
f1断層は相対的に活動性が小さいものと判断される。

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【断層の活動性，まとめ】)

【f1断層北方におけるⅤ層の地形の高まり】
○FS-10断層に関わる一連の断層活動は，f1断層までは否定できないものの，その北方の地形の高まりには及んでいないと判断される。

【敷地前面海域で連動を考慮する断層の北方の文献レビュー】
○岡村(2013)及び徳山ほか(2001)では，敷地前面海域で連動を考慮する断層の北方に連続するような活断層は記載されていない。

○敷地前面海域で連動を考慮する断層であるFS-10断層(FS-10断層，f1断層)，岩内堆東撓曲及び岩内堆南方背斜の活動性について
平均変位速度を用いて検討した結果，北方ほど活動性は相対的に弱まっており，f1断層の活動は北方の地形の高まりには及んでいな
いことから，f1断層より北方では少なくとも中期更新世以降の活動は認められないものと考えられる。
○なお，岡村(2013)及び徳山ほか(2001)では，敷地前面海域で連動を考慮する断層の北方に連続するような活断層は記載されてい
ない。
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⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【まとめ】)

２．４ 個別断層の評価

【検討目的】
○敷地前面海域で連動を考慮する断層の北端について詳細な評価を行う。

⑥-5 敷地前面海域で連動を考慮する断層(北端に関する検討【まとめ】)

【検討方法】
○f1断層～f1断層北方の地質・地質構造について海上音波探査記録を用いて検討した。
○敷地前面海域で連動を考慮する断層であるFS-10断層(FS-10断層，f1断層)，岩内堆東撓曲及び岩内堆南方背斜
の活動性について平均変位速度を用いて検討し，北端の活動性について確認した。の活動性について平均変位速度を用いて検討し，北端の活動性について確認した。

【結 果】
○f1断層～f1断層北方の地質・地質構造について検討した結果，測線KEM1～3の地質構造については中期更新世以
降の活動が認められない。降の活動が認められない。

○敷地前面海域で連動を考慮する断層であるFS-10断層(FS-10断層，f1断層)，岩内堆東撓曲及び岩内堆南方背斜
の活動性について平均変位速度を用いて検討した結果，北方ほど活動性は相対的に弱まっており，f1断層の活動は
北方の地形の高まりには及んでいないことから，f1断層より北方では少なくとも中期更新世以降の活動は認められな
いものと考えられる。いものと考えられる。

○なお，岡村(2013)及び徳山ほか(2001)では，敷地前面海域で連動を考慮する断層の北方に連続するような活断
層は記載されていない。

○敷地前面海域で連動を考慮する断層の北端については，f1断層北方の測線KEM3と評価する。
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【検討目的及び方法】)

２．４ 個別断層の評価

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【検討目的及び方法】)

【検討目的】
○敷地前面海域で連動を考慮する断層の南端について詳細な評
価を行う。

【検討方法】【検討方法】
○岩内堆南方背斜南方の海域及び陸域の地質・地質構造等を当
社海上音波探査記録や文献を用いて検討する。

断層名 評価 備考

ab

断層名 評価 備考

a
神威海脚西側の断層
(FD-2断層，FS-11断層)

約31.5km

b

FD-1断層

約39km
地形及び地質構造の連続
性を考慮して 括評価岩内堆北方の断層

f
e

性を考慮して一括評価岩内堆北方の断層
(FS-8断層，FS-9断層)

c FS-12断層 約6.7km※
岩内堆東撓曲の活動に伴
い副次的に形成された断
層と推定される

cd
d
寿都海底谷の断層
(FS-15断層～FS-19断層)

約42km

e 神恵内堆の断層群 ー※

FS-10断層
(F 10断層 f1断層)

f

(FS-10断層，f1断層)

約98km 連動の対象として評価
岩内堆東撓曲

岩内堆南方背斜

※孤立した短い活断層として評価
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海域の地質 地質構造】)( 1/4 ) 一部修正(H26/3/5審査会合)

２．４ 個別断層の評価

岩内堆南方背斜
○岩内堆南方背斜の南方延長部ではⅥ層の褶曲構造が認められ，その構造は，
沿岸近傍海域でⅢ層に不整合に覆われる

○岩内堆南方背斜南方の海域の地質・地質構造を確認するため海上音波探査記録について検討した。

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海域の地質・地質構造】)(-1/4-) 一部修正(H26/3/5審査会合)

岩 方

沿岸近傍海域でⅢ層に不整合に覆われる。
○測線EW8～測線EW13で認められるⅥ層の褶曲は，大局的にN-S～NNW-
SSE走向を示す。

測線EW8

測線EW8

岩内堆南方背斜の南方延長部

○測線EW8における岩内堆南方背斜の南方延長部では，断続的にⅥ層の褶曲
構造を埋めてⅣ層及びⅤ層が堆積している。

EW8A EW8SA測線EW8
測線EW9

測線EW13

岩内堆南方背斜の南方延長部

EW8A EW8SA

(海域の地質は，表層に堆積する数十m程度の薄層(主にⅠ,Ⅱ層)を剥いで表示。)

Ⅵ層の褶曲構造

※音源：エアガンⅥ層の褶曲構造がⅢ層に覆われていない範囲

Ⅵ層に認められる背斜軸

弁慶岬西方海域の地質図
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海域の地質 地質構造】)( 2/4 ) 一部修正(H26/3/5審査会合)

２．４ 個別断層の評価

○測線EW9における岩内堆南方背斜の南方延長部では，Ⅵ層の波長の短い褶曲構造は，Ⅲ層に不整合で覆われ，Ⅲ層に変位・変形及び層厚変化は
認められない。

○測線EW13において沿岸近傍海域で認められるⅥ層の褶曲構造は，Ⅲ層に不整合で覆われ，Ⅲ層に変位・変形は認められない。

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海域の地質・地質構造】)(-2/4-) 一部修正(H26/3/5審査会合)

岩内堆南方背斜

測線EW9 岩内堆南方背斜延長部

○岩内堆南方背斜の南方延長部の褶曲構造は，岩内堆南方背斜に認められる地形・
構造とは明らかに異なり，測線EW9以南においては中期更新世以降の活動が認めら
れない。

測線EW8

測線EW9 岩内堆南方背斜延長部

測線EW9

測線EW13

岩内堆南方背斜の南方延長部

Ⅵ層の褶曲構造

(海域の地質は，表層に堆積する数十m程度の薄層(主にⅠ,Ⅱ層)を剥いで表示。)

測線EW13

※音源：ウォーターガン

岩内堆南方背斜延長部

Ⅵ層の褶曲構造がⅢ層に覆われていない範囲

(海域の地質は，表層に堆積する数十m程度の薄層(主にⅠ,Ⅱ層)を剥いで表示。)

Ⅵ層の褶曲構造

弁慶岬西方海域の地質図

Ⅵ層に認められる背斜軸

※音源：ブーマー
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一部修正(H26/3/5審査会合)⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海域の地質 地質構造】)( 3/4 )

２．４ 個別断層の評価

○測線EW8～測線EW13において，岩内堆南方背斜の南方延長部西方に，波長の大きいⅥ層の背斜構造が認められる(P136，137参照)。
○波長の大きいⅥ層の背斜構造は，測線EW14及び測線NESW6においては不明瞭となり，Ⅲ層に不整合で覆われ，これらの地層に変位・変形及び層
厚変化は認められない。

一部修正(H26/3/5審査会合)⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海域の地質・地質構造】)(-3/4-)

岩内堆南方背斜

測線EW14

○岩内堆南方背斜の南方延長部西方の背斜構造は，中期更新世以降の活動が認められ
ない。

測線EW14

Ⅵ層の背斜構造

測線EW8

測線NESW6B

岩内堆南方背斜の南方延長部

測線EW9

測線EW13

測線EW14

(海域の地質は 表層に堆積する数十m程度の薄層(主にⅠⅡ層)を剥いで表示 )

測線EW13

Ⅵ層の褶曲構造がⅢ層に覆われていない範囲

(海域の地質は，表層に堆積する数十m程度の薄層(主にⅠ,Ⅱ層)を剥いで表示。)

※音源：ブーマー

弁慶岬西方海域の地質図

Ⅵ層に認められる背斜軸
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一部修正(H26/3/5審査会合)⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海域の地質 地質構造】)( 4/4 )

２．４ 個別断層の評価

測線NESW6
岩内堆南方背斜

一部修正(H26/3/5審査会合)⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海域の地質・地質構造】)(-4/4-)

Ⅵ層の背斜構造

※音源：ブーマー

測線NESW6

岩内堆南方背斜の南方延長部

測線EW9

測線EW8

※音源：ブ マ

測線EW14

測線EW13

(海域の地質は，表層に堆積する数十m程度の薄層(主にⅠ,Ⅱ層)を剥いで表示。)

Ⅵ層の褶曲構造がⅢ層に覆われていない範囲

Ⅵ層に認められる背斜軸

弁慶岬西方海域の地質図
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【陸域の地質・地質構造 文献レビュ 】)( 1/3 )

２．４ 個別断層の評価

岩
内
堆

○岩内堆南方背斜南方の陸域の地質・地質構造について，鈴木ほか
(1981)「5万分の1地質図幅 寿都」のレビューを行った。

○鈴木ほか(1981)では，寿都半島西方において，新第三系を下位よ
り 新第三系中新統の大平川(おおびらがわ)層 折川層 永豊層※

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【陸域の地質・地質構造，文献レビュー】)(-1/3-)

堆
南
方
背
斜

寿都半島

岩内堆南方背斜南方陸域

り，新第三系中新統の大平川(おおびらがわ)層，折川層，永豊層※，
鮮新統のガロ川噴出物層，歌島(うたじま)層に区分している。

○大平川層，折川層及び永豊層は整合関係にあるとされている。
○大平川層は，先第三系の分布地域内およびその周辺に，先第三系
と不整合あるいは断層で接しながら分布しているとされている。

○大平川層のうち大平川東部に分布するものは，ほぼNW-SE方向の
岩内堆南方背斜南方陸域

○大平川層のうち大平川東部に分布するものは，ほぼNW SE方向の
軸を持つ背斜構造を形成しているとされている。

○折川層は，NW-SE及びNE-SW方向に軸をもつ複雑な褶曲構造を示
しているとされている。

○永豊層は，大平川下流から西側の地域では，小規模な向斜構造を
所々に形成しているが，これらは下位の折川層の構造と同じである

大平川(おおびらがわ)

C

所々に形成しているが，これらは下位の折川層の構造と同じである
とされている。

※永豊層は中新世末期の地層とされているが，道南グリーン・タフ団体研究グループ(1984)によるフィッション・
トラック法年代測定値4.7Maが報告されていること等から，当社は鮮新世の地層と判断している。

A

大平川層

先第三系

折川層

永豊層

○岩内堆南方背斜南方の陸域には，中新統の地層にNW-SE～NE-
SW方向の軸を持つ褶曲構造等が認められる。

○褶曲構造に関しては，沿岸部まで連続していない。
○一部の短い断層は沿岸部まで達するものも認められるが 当社海上

B

A B C

先第三系○一部の短い断層は沿岸部まで達するものも認められるが，当社海上
音波探査の沿岸部近傍海域の記録においては，そのような構造は
認められない。

○断層は，地質境界部及び地質不連続部等に沿って記載されている
ものも推定される。

鈴木ほか(1981)「5万分の1地質図幅 寿都」(加筆)

A-B-C断面図
大平川層の背斜構造

折川層の褶曲構造

永豊層の向斜構造
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【陸域の地質・地質構造 文献レビュ 】)( 2/3 )

２．４ 個別断層の評価

模式層序表 凡 例

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【陸域の地質・地質構造，文献レビュー】)(-2/3-)

鈴木ほか(1981)「5万分の1地質図幅 寿都」(加筆)
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【陸域の地質・地質構造 文献レビュ 】)( 3/3 )

２．４ 個別断層の評価

○岩内堆南方背斜南方の陸域の地質・地質構造について，活断層研究会編(1991)「新編 日本の活断層」のレビューを行った。
○活断層研究会編(1991)では，当該箇所周辺に活断層等は示されていない。

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【陸域の地質・地質構造，文献レビュー】)(-3/3-)

岩
内
堆
南
方
背
斜斜

岩内堆南方背斜南方陸域

活断層研究会編(1991)「新編 日本の活断層」(加筆)

(km)

○活断層研究会編(1991)では，鈴木ほか(1981)に示されている褶曲構造等は，変位地形が認められないことから，第四紀以降活動し
ていないと評価されているものと考えられる。
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【地質・地質構造 まとめ】)

２．４ 個別断層の評価

【海 域】
○岩内堆南方背斜南方の海域の地質・地質構造を確認するため海上音波探査記録について検討した。
○岩内堆南方背斜の南方延長部の褶曲構造は，岩内堆南方背斜に認められる地形・構造とは明らかに異なり，測線EW9以南においては

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【地質・地質構造，まとめ】)

中期更新世以降の活動が認められない。
○岩内堆南方背斜の南方延長部西方の背斜構造は，中期更新世以降の活動が認められない。

【陸 域‐文献レビュー‐】
○岩内堆南方背斜南方の陸域の地質・地質構造について 鈴木ほか(1981)「5万分の1地質図幅 寿都」のレビューを行った○岩内堆南方背斜南方の陸域の地質・地質構造について，鈴木ほか(1981)「5万分の1地質図幅 寿都」のレビュ を行った。
○鈴木ほか(1981)では，岩内堆南方背斜南方の陸域には，中新統の地層にNW-SE～NE-SW方向の軸を持つ褶曲構造等が認められる。
○褶曲構造に関しては，沿岸部まで連続していない。
○一部の短い断層は沿岸部まで達するものも認められるが，当社海上音波探査の沿岸部近傍海域の記録においては，そのような構造は
認められない。
○断層は 地質境界部及び地質不連続部等に沿 て記載されているものも推定される○断層は，地質境界部及び地質不連続部等に沿って記載されているものも推定される。

○活断層研究会編(1991)では，当該箇所周辺に活断層等は示されていない。
○活断層研究会編(1991)では，鈴木ほか(1981)に示されている褶曲構造等は，変位地形が認められないことから，第四紀以降活動し
ていないと評価されているものと考えられる。

○岩内堆南方背斜南方の地質・地質構造について検討した結果 測線EW9以南の褶曲構造等については中期更新世以降の活動が認め○岩内堆南方背斜南方の地質・地質構造について検討した結果，測線EW9以南の褶曲構造等については中期更新世以降の活動が認め
られない。
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海成段丘高度】)(-1/4-)

２．４ 個別断層の評価

○岩内堆南方背斜南方における後期更新世以降の活動性を確認するため，MIS5e海成段丘分布高度について検討した。
○検討に当たっては小池・町田編(2001)及び当社調査結果等を用いた。

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海成段丘高度】)(-1/4-)
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海成段丘高度】)(-2/4-)

２．４ 個別断層の評価

30ｍ

○小池・町田編(2001)に記載されている岩内堆南方背
斜南方におけるMIS5e海成段丘高度を右図に示す。
○MIS5e海成段丘高度は，標高90mの地点が1箇所認
められるものの ほぼ標高50 60 の高度である

地 点 寿都1
標 高(m) 30

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海成段丘高度】)(-2/4-)

められるものの，ほぼ標高50～60mの高度である。
○なお，高度の精度はいずれも「C」である。
○また，段丘の形成年代の確実度はいずれも「Ⅲ」である。

標 高(m) 30
被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 30

地 点 寿都2
標 高(m) 40

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 40

岩
内内
堆
南
方
背
斜【高度に関する精度】

A：誤差±0.1m程度(実測)

岩内堆南方背斜南方陸域

地 点 寿都8
標 高(m) 50

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 50

地 点 寿都10
標 高(m) 60

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 60

地 点 寿都12

B：誤差±1m程度(1/5,000地形図からの読みとりなど)
C：誤差±10m程度(1/2.5万地形図からの読みとりなど)

【段丘形成年代の確実度】
Ⅰ：年代既知のテフラが段丘堆積物に挟在あるいは段丘を直接覆う 地 点 寿都12

標 高(m) 90
被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 90

地 点 寿都13
標 高(m) 60

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 60

Ⅰ：年代既知のテフラが段丘堆積物に挟在あるいは段丘を直接覆う
場合
段丘堆積物中あるいは直上の試料を用いて行われた年代測定
結果から段丘の形成年代を推定した場合など，直接的に形成年
代を推定したもの

Ⅱ：段丘堆積物が風成ロームに覆われるとき，風成ローム層の堆積
速度を 定と仮定して 挟在するテフラの年代値から外挿して推

地 点 寿都5
標 高(m) 60

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 60

速度を一定と仮定して，挟在するテフラの年代値から外挿して推
定した場合
隆起速度が一定と仮定して，既知の段丘の年代値から外挿して
推定したものなど，間接的に形成年代を推定した場合

Ⅲ：地形発達の順序関係に基づいて推定したものなど，推定の根拠
が曖昧な場合

岩内堆南方背斜南方におけるMIS5e海成段丘の分布高度(小池・町田編，2001に加筆)

地 点 寿都4
標 高(m) 60

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 60

高 度(m) 60
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海成段丘高度】)(-3/4-)

２．４ 個別断層の評価

地 点 寿都1
標 高( ) 30

○MIS5e海成段丘高度を確認するため，空中写真判読で抽出し
たMm1段丘において，ボーリング調査等を実施した。

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海成段丘高度】)(-3/4-)

標 高(m) 30
被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 30

地 点 寿都2
標 高(m) 40

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 40

岩
内

○今回調査範囲においては，Mm1段丘と対比することが難しい
地点もあるものの，小池・町田編(2001)と同様，大きな高度
差は認められない。
○栄磯地点西方については，ボーリング調査を実施していないが，
以下の点からMIS5e海成段丘高度の高度差は小さいものと推

内
堆
南
方
背
斜

以下の点からMIS5e海成段丘高度の高度差は小さいものと推
定される。

①栄磯地点西方沿岸部近傍海域のⅢ層(下部更新統～中部更新統)
に変位・変形が認められない(P138，139参照)。

②岩内堆南方背斜南方陸域の文献レビューの結果，第四紀以降活動
している褶曲構造等は認められないと評価されているものと考えられ

政泊地点

豊岡地点

岩内堆南方背斜南方陸域

地 点 寿都8
標 高(m) 50

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 50

地 点 寿都10
標 高(m) 60

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 60

地 点 寿都12

している褶曲構造等は認められないと評価されているものと考えられ
る。

③当社空中写真判読，地表地質踏査の結果，明瞭な変位地形は認め
られない。

美川地点

栄磯地点

歌島沼地点

地 点 寿都12
標 高(m) 90

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 90

地 点 寿都13
標 高(m) 60

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 60

段丘分類 Mm1
段丘高度 約27m

・段丘堆積物上面高度
調査方法 ボーリング

段丘分類 Mm1
段丘高度 基盤高度約25～26m

・段丘堆積物は確認されない
調査方法 ボ リング

地 点 寿都5
標 高(m) 60

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 60

調査方法 ボーリング

段丘分類 Mm1
段丘高度 約27m

・段丘堆積物上面高度
調査方法 ボーリング

段丘分類 Mm1
段丘高度 約28m

地 点 寿都4
標 高(m) 60

被覆層の厚さ(m) ？
高 度(m) 60

高 度(m) 60

岩内堆南方背斜南方におけるMIS5e海成段丘の分布高度(小池・町田編，2001に加筆)

：当社調査地点

段丘高度 約28m
・段丘堆積物上面高度

調査方法 露頭

段丘分類 -
段丘高度 基盤高度約19～23m

・段丘堆積物は確認されない
調査方法 ボーリング
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海成段丘高度】)(-4/4-)

２．４ 個別断層の評価

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海成段丘高度】)(-4/4-)

政泊地点

豊岡地点栄磯地点

歌島沼地点

美川地点

岩内堆南方背斜南方におけるMIS5e海成段丘の分布(当社調査結果)
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海成段丘高度 まとめ】)

２．４ 個別断層の評価

○岩内堆南方背斜南方における後期更新世以降の活動性を確認するため，MIS5e海成段丘分布高度について検討した。
○今回調査範囲においては，Mm1段丘と対比することが難しい地点もあるものの，小池・町田編(2001)と同様，大きな高度差は認められ
ない。

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【海成段丘高度，まとめ】)

○栄磯地点西方については，ボーリング調査を実施していないが，以下の点からMIS5e海成段丘高度の高度差は小さいものと推定される。

①栄磯地点西方沿岸部近傍海域のⅢ層(下部更新統～中部更新統)に変位・変形が認められない(P138，139参照)。
②岩内堆南方背斜南方陸域の文献レビューの結果，第四紀以降活動している褶曲構造等は認められないと評価されているものと考えられる。
③当社空中写真判読，地表地質踏査の結果，明瞭な変位地形は認められない。

○岩内堆南方背斜南方の地形等について検討した結果 岩内堆南方背斜南方の陸域において 後期更新世以降の活構造を示唆するよ○岩内堆南方背斜南方の地形等について検討した結果，岩内堆南方背斜南方の陸域において，後期更新世以降の活構造を示唆するよ
うな特徴は認められないものと考えられる。
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⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【まとめ】)

２．４ 個別断層の評価

【検討目的】
○敷地前面海域で連動を考慮する断層の南端について詳細な評価を行う。

⑥-6 敷地前面海域で連動を考慮する断層(南端に関する検討【まとめ】)

【検討方法】
○岩内堆南方背斜南方の海域及び陸域の地質・地質構造等を当社海上音波探査記録や文献を用いて検討した。

【結 果】【結 果】
○岩内堆南方背斜南方の地質・地質構造について検討した結果，測線EW9以南の褶曲構造等については中期更新世
以降の活動が認められない。

○岩内堆南方背斜南方の地形等について検討した結果，岩内堆南方背斜南方の陸域において，後期更新世以降の
活構造を示唆するような特徴は認められないものと考えられる。活構造を示唆するような特徴は認められないものと考えられる。

○敷地前面海域で連動を考慮する断層の南端については，岩内堆南方背斜南方の測線EW9と評価する。○敷地前面海域で連動を考慮する断層の南端については，岩内堆南方背斜南方の測線EW9と評価する。
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２．４ 個別断層の評価

⑥-7 敷地前面海域で連動を考慮する断層(敷地前面海域で連動を考慮する断層の評価)

【敷地前面海域で連動を考慮する断層の北端に関する検討結果】
○f1断層～f1断層北方の地質・地質構造について検討した結果，測線KEM1～3の地質構造については中期更新世以
降の活動が認められない。

⑥-7 敷地前面海域で連動を考慮する断層(敷地前面海域で連動を考慮する断層の評価)

降の活動が認められない。
○敷地前面海域で連動を考慮する断層であるFS-10断層(FS-10断層，f1断層)，岩内堆東撓曲及び岩内堆南方背斜
の活動性について平均変位速度を用いて検討した結果，北方ほど活動性は相対的に弱まっており，f1断層の活動は
北方の地形の高まりには及んでいないことから，f1断層より北方では少なくとも中期更新世以降の活動は認められな
いものと考えられる。いものと考えられる。

○なお，岡村(2013)及び徳山ほか(2001)では，敷地前面海域で連動を考慮する断層の北方に連続するような活断
層は記載されていない。
○敷地前面海域で連動を考慮する断層の北端については，f1断層北方の測線KEM3と評価する。

【敷地前面海域で連動を考慮する断層の南端に関する検討結果】
○岩内堆南方背斜南方の地質・地質構造について検討した結果，測線EW9以南の褶曲構造等については中期更新世
以降の活動が認められない。

○岩内堆南方背斜南方の地形等について検討した結果，岩内堆南方背斜南方の陸域において，後期更新世以降の○岩内堆南方背斜南方の地形等について検討した結果，岩内堆南方背斜南方の陸域において，後期更新世以降の
活構造を示唆するような特徴は認められないものと考えられる。

○敷地前面海域で連動を考慮する断層の南端については，岩内堆南方背斜南方の測線EW9と評価する。

○敷地前面海域で連動を考慮する断層の長さは，FS-10断層(f1断層)北方の測線KEM-3から，岩内堆南方背斜南
方の測線EW9までの約98kmと評価する方の測線EW9までの約98kmと評価する。
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２．４ 個別断層の評価

⑦-1 F -12断層(F -12断層の評価)⑦-1 FS-12断層(FS-12断層の評価)

○FS-12断層は，岩内堆東方の小海盆のほぼ中央部に位置し，
ほぼNNW-SSE方向～N-S方向に延びる断層である。
○FS-12断層は，Ⅱ層に変形が認められるか，又は層厚が薄いこ
等に が 瞭 後 新 降 活と等により層理が不明瞭であることから，後期更新世以降の活
動を考慮する。
○断層長さは，約6.7kmと評価する。
○なお，本断層は，位置及び形状から，岩内堆東撓曲の活動に
伴い副次的に形成された断層と推定される。

【FS-12断層】
○測線B-19～測線B-20にお
いて，後期更新世以降の活
動を考慮する。

伴い副次的に形成された断層と推定される。

○断層長さは，約6.7km 。

測線B-19測線

敷地前面海域の断層位置図
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⑦-2 F -12断層(測線i)

２．４ 個別断層の評価

⑦-2 FS-12断層(測線i)

○FS-12断層北端部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FS-12断層延長位置付近は，岩内堆東撓曲の位置であり，Ⅱ層に累積的な
変形が認められるが，岩内堆東撓曲の活動に伴い副次的に形成されたも
のと推定される断層は認められないのと推定される断層は認められない。

音波探査記録

○F 12断層延長位置付近は 岩内堆東撓曲

地質断面図

位置図

○FS-12断層延長位置付近は，岩内堆東撓曲の
位置であり，Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

○岩内堆東撓曲の活動に伴い副次的に形成さ
れたものと推定される断層は認められない。
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⑦-3 F -12断層(測線B-20)

２．４ 個別断層の評価

⑦-3 FS-12断層(測線B-20)

○FS-12断層中央部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

音波探査記録

Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

地質断面図

位置図
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⑦-4 F -12断層(測線B-21)

２．４ 個別断層の評価

⑦-4 FS-12断層(測線B-21)

○FS-12断層南端部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FS-12断層延長位置付近は，岩内堆東撓曲の位置であり，Ⅱ層に累積的な
変形が認められるが，岩内堆東撓曲の活動に伴い副次的に形成されたも
のと推定される断層は認められないのと推定される断層は認められない。

音波探査記録

○F 12断層延長位置付近は 岩内堆東撓曲の

地質断面図

位置図

○FS-12断層延長位置付近は，岩内堆東撓曲の
位置であり，Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

○岩内堆東撓曲の活動に伴い副次的に形成さ
れたものと推定される断層は認められない。
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２．４ 個別断層の評価

⑧-1 F -15断層～F -19断層(F -15断層～F -19断層の評価)⑧-1 FS-15断層～FS-19断層(FS-15断層～FS-19断層の評価)

○寿都海底谷の断層は，FS-15断層～FS-19断層の5条の断層
から構成され，寿都海底谷及び岩内堆西縁付近に位置し，大
局的にNW-SE方向に延びる断層及び撓曲であり，その構造は，
寿 海底谷 連続 に乏 く

【FS-17断層】
寿都海底谷の北西延長で，連続性に乏しくなる。
○FS-15断層は西側隆起の断層で，他の寿都海底谷の断層と共
役的な関係にあると推定される。
○FS-15断層～FS-19断層は，Ⅲ層以下の地層に変位若しくは
変形が認められるか，又は層理が不明瞭であり，さらにⅡ層が

【FS 17断層】
○測線C-20～測線B-23及び本断層
の延長部と推定される構造が断続し
て認められる北方の測線C-18にお
いて，後期更新世以降の活動を考慮
する。

【FS-15断層】
○測線B-22～測線B-24において，
後期更新世以降の活動を考慮する。

変形が認められるか，又は層理が不明瞭であり，さらにⅡ層が
分布していない。
○FS-15断層～FS-19断層は，位置が近接し，走向がほぼ同じ
であることから，これらの断層を「寿都海底谷の断層」と呼称し，
一括して後期更新世以降の活動を考慮する。
○断層長さは 約42kmと評価する○断層長さは，約42kmと評価する。

【FS-19断層】
○測線C-21及び測線iにおいて，後期
更新世以降の活動を考慮する。

測線C-20

測線C-18

測線B-22

測線B-24

【FS-18断層】
○測線B-24～測線B-25に
おいて，後期更新世以降
の活動を考慮する。

測線B-23

測線B 25

測線C-21

【FS-16断層】
○測線i～測線B-28
において，後期更
新世以降の活動を
考慮する。

測線28

測線B-25

敷地前面海域の断層位置図
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⑧-2 F -17断層(測線C-17)

２．４ 個別断層の評価

⑧-2 FS-17断層(測線C-17)

○FS-17断層北端部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FS-17断層延長位置付近のⅡ層及びⅢ層は緩やかに傾斜する海底面
に概ね平行に堆積しており，変位・変形及び層厚変化は認められない。

FS-17延長位置

音波探査記録

Ⅱ層及びⅢ層は緩やかに傾斜する海底面に概ね
平行に堆積しており，変位・変形及び層厚変化は
認められない。

地質断面図

位置図
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⑧-3 F -16断層 F -17断層及びF -19断層(測線i)

２．４ 個別断層の評価

⑧-3 FS-16断層，FS-17断層及びFS-19断層(測線i)

○FS-16断層北部及びFS-17断層，FS-19断層南部の音波探査記録及び地質断面図を
示す。
○FS-16断層及びFS-19断層付近のⅢ層に変形が認められ，Ⅱ層が分布しないことから，
後期更新世以降の活動を考慮する。後期更新世以降の活動を考慮する。
○FS-17断層付近のⅢ層に変形が認められ，Ⅱ層は層厚が薄いこと等により層理が不明
瞭であることから，後期更新世以降の活動を考慮する。

音波探査記録

Ⅲ層に変形が認められ，Ⅱ層は層厚が薄いこと等
により層理が不明瞭であることから，後期更新世
以降の活動を考慮する。

Ⅲ層に変形が認められ，Ⅱ層が分布しないことから，
後期更新世以降の活動を考慮する。

※
※谷地形付近における浅層域の反射パターンは
不明瞭であるが，以下の理由により，地層区分
は可能である。
【Ⅳ層/Ⅴ層境界(緑線)】
○谷地形両岸では，傾斜不整合を地層境界とし
ており，それらに連続すると考えられる反射パ
ターンが，谷地形付近にも認められる。

地質断面図
位置図

【Ⅲ層/Ⅳ層境界(黄緑線)】
○谷地形両岸では，傾斜不整合又は反射パター
ンの差異が認められる箇所を地層境界としてお
り，それらの状況からⅣ層は，谷地形付近で最
上位層になるものと考えられる。
○このため，谷地形付近ではⅣ層上面は海底地
形をトレースしている。
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⑧-4 F -16断層(測線e)

２．４ 個別断層の評価

⑧-4 FS-16断層(測線e)

○FS-16断層南端部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FS-16断層延長位置付近のⅡ層及びⅢ層はほぼ水平に堆積して
おり，変位・変形及び層厚変化は認められない。

音波探査記録

FS-16延長位置Ⅱ層及びⅢ層はほぼ水平に堆積しており，変位・
変形及び層厚変化は認められない。

地質断面図

位置図



159159
２．４ 個別断層の評価

⑨-1 F -1断層及びF -1’断層(F -1断層及びF -1’断層の評価)

○A海域では，背斜状の高まりを形成する武蔵堆とその東
側の天売舟状海盆との地形変換点付近にFA-1断層及
びFA-1’断層が認められる。

断 条 並 断

⑨-1 FA-1断層及びFA-1 断層(FA-1断層及びFA-1 断層の評価)

南武蔵堆

測
線
S
6
3
-
F

○FA-1断層は，北部では2条の並走した断層として認めら
れる。
○FA-1断層は，Ⅰ～Ⅱ層に変位若しくは変形が認められ
るか，又は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭である。
○FA-1’断層は，Ⅰ～Ⅱ層に変位若しくは変形が認められ

測線A-⑦

FA-1断層

測線A-①’

測線A-ハ

測線S51-2○FA 1 断層は，Ⅰ Ⅱ層に変位若しくは変形が認められ
るか，又は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭である。
○FA-1断層及びFA-1’断層は，共に大局的に西傾斜の断
層で，FA-1’断層は，FA-1断層が認められる武蔵堆西縁
の延長部に認められ，地質構造上の関連性が考慮され
ることから 安全評価上 一括して後期更新世以降の活

FA-1’断層

測線A-⑫

測線A-⑧

測線S51 2

測線A-⑪’

測線A-⑩

ることから，安全評価上，一括して後期更新世以降の活
動を考慮する。
○断層長さは，約48kmと評価する。

【FA-1断層】
○測線A-①’～測線A-⑦及び
石油公団の測線S63-10，
測線S51-2及び測線S63-
Gにおいて，後期更新世以
降の活動を考慮する

凡 例

FA-2断層

【FA-1’断層】
○測線A-ハ～測線A-⑪’及び石

降の活動を考慮する。
凡 例

油公団の測線S57-3において，
後期更新世以降の活動を考慮
する。

敷地周辺海域の断層位置図(A海域)
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⑨-2 F -1断層(測線S63-F)

２．４ 個別断層の評価

⑨-2 FA-1断層(測線S63-F)

○FA-1断層北端部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FA-1断層延長位置付近のⅠ～Ⅱ層は，緩やかに傾斜す
る海底面に概ね平行に堆積しており，変位・変形及び層
厚変化は認められない

-
F

厚変化は認められない。
測
線
S
6
3
-

FA-1延長位置

音波探査記録

位置図

FA-2断層

地質断面図

Ⅰ～Ⅱ層は，緩やかに傾斜する海底面に概ね平行に堆積しており，
変位・変形及び層厚変化は認められない。
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⑨-3 F -1断層(測線S51-2)

２．４ 個別断層の評価

⑨-3 FA-1断層(測線S51-2)

○FA-1断層南部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅰ～Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

音波探査記録

測線S51-2

地質断面図

位置図

FA-2断層

地質断面図

Ⅰ～Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

位置図
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⑨-4 F -1’断層(測線A-⑧)

２．４ 個別断層の評価

⑨-4 FA-1 断層(測線A-⑧)

○FA-1’断層北部の音波探査記録及び地質断面図
を示す。
○Ⅰ～Ⅱ層に変位が認められる。

音波探査記録

文献断層位置

測線A-⑧

位置図

FA-2断層

地質断面図

Ⅰ～Ⅱ層に変位が認められる。
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⑨-5 F -1’断層(測線A-⑩)

２．４ 個別断層の評価

⑨-5 FA-1 断層(測線A-⑩)

○FA-1’断層南部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅰ～Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

音波探査記録音波探査記録

文献断層位置

Ⅰ～Ⅱ層に累積的な変形が
認められる。測線A-⑩

地質断面図

位置図

FA-2断層
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⑨-6 F -1’断層(測線A-⑪’)

２．４ 個別断層の評価

⑨-6 FA-1 断層(測線A-⑪ )

○FA-1’断層南部の音波探査記録及び地質断面図を
示す。
○Ⅰ～Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

音波探査記録

文献断層位置

測線A-⑪’

地質断面図

Ⅰ～Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

位置図

測線A-⑪

FA-2断層
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⑨-7 F -1’断層(測線A-⑫)

２．４ 個別断層の評価

⑨-7 FA-1 断層(測線A-⑫)

○FA-1’断層南端部の音波探査記録及び地質断面図
を示す。
○FA-1’断層延長位置付近のⅠ～Ⅱ層は，ほぼ水平
に堆積しており 変位 変形及び層厚変化は認められに堆積しており，変位・変形及び層厚変化は認められ
ない。

音波探査記録音波探査記録

FA-1’延長位置文献断層位置

Ⅰ Ⅱ層はほぼ水平に堆積しており 変位 変形及び

位置図

測線A-⑫
FA-2断層

地質断面図

Ⅰ～Ⅱ層はほぼ水平に堆積しており，変位・変形及び
層厚変化は認められない。



166166
２．４ 個別断層の評価

⑩-1 F -2断層(F -2断層の評価)⑩-1 FA-2断層(FA-2断層の評価)

○A海域では，神威海嶺及び神威海脚とその東側の石狩海
盆との地形変換点付近に西側隆起の断層(FA-2断層)が
認められる。

断 条 並 断○FA-2断層は，南部では3条の並走した断層として認めら
れる。
○FA-2断層は，Ⅱ層下部に変位若しくは変形が認められる
か，又は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭であること
から，後期更新世以降の活動を考慮する。

FA-1断層
測線A-11’

から，後期更新世以降の活動を考慮する。
○断層長さは，約65kmと評価する。

測線A-⑪

FA-1’断層

○測線A-11’～測線A-24’’’及
び石油公団の測線S57-2～測
線S57 3 測線S51 3 測線

凡 例

線S57-3，測線S51-3，測線
S57-C，測線S57-E及び測線
S63-13において，後期更新
世以降の活動を考慮する。

○断層長さは，約65km。

嶺

凡 例

FA-2断層

威
海

嶺

石 狩 盆海

測線A-24’’’

神

敷地周辺海域の断層位置図(A海域)
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⑩-2 F -2断層(測線A-⑪)

２．４ 個別断層の評価

⑩-2 FA-2断層(測線A-⑪)

○FA-2断層北端部の音波探査記録及
び地質断面図を示す。
○FA-2断層延長位置付近のⅠ～Ⅱ層
はほぼ水平に堆積しており 変位 変はほぼ水平に堆積しており，変位・変
形及び層厚変化は認められない。

F 2延長位置 文献断層位置FA-2延長位置
文献断層位置

測線A-⑪

FA-2断層

FA-1’断層

Ⅰ～Ⅱ層はほぼ水平に堆積しており，変位・変形及び層厚変化は認められない。

位置図
0 20km

音波探査記録及び地質断面図
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⑩-3 F -2断層(測線S57-2)

２．４ 個別断層の評価

⑩-3 FA-2断層(測線S57-2)

○FA-2断層中央部の音波探査記録及び地質断面
図を示す。
○Ⅰ～Ⅱ層下部に，僅かではあるが累積的な変形が
認められる認められる。

FA-1’断層

FA-2断層

Ⅰ～Ⅱ層下部に僅かな変形が認められる。

位置図
0 20km

音波探査記録及び地質断面図

Ⅰ～Ⅱ層下部に僅かな変形が認められる。
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⑩-4 F -2断層(測線S57-1)

２．４ 個別断層の評価

⑩-4 FA-2断層(測線S57-1)

○FA-2断層南端部の音波探査記録及び地質断面図を
示す。
○FA-2断層延長位置付近のⅠ～Ⅱ層，Ⅲ層及びⅢ’層
はⅣ層の谷状の地形に不整合でほぼ水平に堆積してはⅣ層の谷状の地形に不整合でほぼ水平に堆積して
おり，変位・変形及び層厚変化は認められない。
○Ⅰ～Ⅱ層は，一部緩やかに傾斜しているが，下位層
からの累積性は認められない。

位ＦA-2延長位置FA-1’断層

FA-2断層

Ⅰ Ⅱ層 Ⅲ層及びⅢ’層はⅣ層の谷状の地形に不整合
Ⅰ～Ⅱ層は，一部緩やかに傾斜して

位置図
0 20km

音波探査記録及び地質断面図

Ⅰ～Ⅱ層，Ⅲ層及びⅢ’層はⅣ層の谷状の地形に不整合
でほぼ水平に堆積しており，変位・変形及び層厚変化は
認められない。

いるが，下位層からの累積性は認め
られない。
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２．４ 個別断層の評価

⑪-1 F -1断層及びF -2断層(F -1断層及びF -2断層の評価)⑪-1 FB-1断層及びFB-2断層(FB-1断層及びFB-2断層の評価)

【FB-1断層】
○測線B-③～測線B-⑤にお
いて，後期更新世以降の活

○B海域では，南後志海丘及び奥尻海嶺の海底地形の高まりと
その東側の後志舟状海盆の平坦部との地形変換点付近に西
側隆起の2条の断層(FB-1断層及びFB-2断層)が認められる。

断 に変位 変 断
て，後期更新世以降 活
動を考慮する。

○断層長さは，最大約20km 。

○FB-1断層は，Ⅰ～Ⅱ層に変位又は変形を与えていると判断さ
れる。
○FB-2断層は，Ⅰ～Ⅱ層に変位又は変形を与えていると判断さ
れる。
○FB-1断層及びFB-2断層は，共に後志舟状海盆西縁に連続す 測線B-3

奥

FB-1断層

○FB 1断層及びFB 2断層は，共に後志舟状海盆西縁に連続す
る相対的落下方向がほぼ同じ断層であること及びそれぞれの
距離が近いことから，これらの断層を「FB-2断層」と呼称し，一
連として後期更新世以降の活動を考慮する。
○断層長さは，約101kmと評価する。

測線B-5

測線B-6

奥
尻

南後志海丘

凡 例
海

測線3B-7

FB-2断層

泊発電所

嶺

状
海

盆

測線3B-8

【FB-2断層】
○測線B-⑥～測線B-23にお
いて，後期更新世以降の
活動を考慮する。

○断層長さは 最大約79k

後
志

舟

敷地周辺海域の断層位置図(B海域及びE海域)

○断層長さは，最大約79km。
測線B-23
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⑪-2 F -1断層(測線C-13)

２．４ 個別断層の評価

⑪-2 FB-1断層(測線C-13)

○FB-1断層北端部の音波探査記録及び地質断
面図を示す。
○FB-1断層延長位置付近のⅡ層はほぼ水平に
堆積しており 変位 変形及び層厚変化は認め堆積しており，変位・変形及び層厚変化は認め
られない。

FB-1断層

音波探査記録

FB-1延長位置

FB-2断層

FB 1延長位置

Ⅱ層はほぼ水平に堆積しており，変位・変形及び
変化 認め

位置図

Ⅱ Ⅲ

層厚変化は認められない。

地質断面図

Ⅳ

Ⅴ
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⑪-3 F -1断層(測線3B-1A)

２．４ 個別断層の評価

⑪-3 FB-1断層(測線3B-1A)

○FB-1断層中央部の音波探査記録及び地
質断面図を示す。
○Ⅲ層以下の地層に変位が認められる。
○Ⅰ Ⅱ層については F 1断層を挟んで○Ⅰ～Ⅱ層については，FB-1断層を挟んで
層厚変化が認められ，特に西側が薄いこと
から，変位が及んでいる可能性は否定でき
ない。

音波探査記録
FB-1断層

Ⅰ～Ⅱ層については，FB-1断層を挟んで層厚変化が
認められ，特に西側が薄いことから，変位が及んでい
る可能性は否定できない。

FB-2断層

位置図

地質断面図

Ⅲ層以下の地層に変位が認められる。
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⑪-4 F -1断層及びF -2断層(測線3B-2)

２．４ 個別断層の評価

⑪-4 FB-1断層及びFB-2断層(測線3B-2)

○FB-1断層及びFB-2断層境界部の音
波探査記録及び地質断面図を示す。
○ FB-1断層及びFB-2断層延長位置付
近のⅠ Ⅱ層はほぼ水平に堆積して近のⅠ～Ⅱ層はほぼ水平に堆積して
おり，変位・変形及び層厚変化は認め
られない。
○しかし，FB-1断層及びFB-2断層は，
共に後志舟状海盆西縁に連続する相
対的落下方向がほぼ同じ断層である
こと及びそれぞれの距離が近いことか
ら，これらの断層を「FB-2断層」と呼
称し，一連として後期更新世以降の
活動を考慮する

音波探査記録FB-1及びFB-2延長位置

活動を考慮する。

Ⅰ～Ⅱ層はほぼ水平に堆積しており 変位・変形及びⅠ～Ⅱ層はほぼ水平に堆積しており，変位・変形及び
層厚変化は認められない。

FB-1断層

FB-2断層

地質断面図

位置図
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⑪-5 F -2断層(測線3B-7)

２．４ 個別断層の評価

⑪-5 FB-2断層(測線3B-7)

○FB-2断層中央部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅰ～Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

FB-1断層

測線3B-7

FB-2断層

位置図

音波探査記録

Ⅰ～Ⅱ層に累積的な変形が認められる。

地質断面図
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⑪-6 F -2断層(測線3B-8)

２．４ 個別断層の評価

⑪-6 FB-2断層(測線3B-8)

○FB-2断層南端部の音波探査記
録及び地質断面図を示す。
○FB-2断層延長位置付近のⅠ～
Ⅱ層はほぼ水平に堆積しておりⅡ層はほぼ水平に堆積しており，
変位・変形及び層厚変化は認め
られない。

FB-1断層

音波探査記録
FB-2延長位置

FB-2断層

Ⅰ～Ⅱ層はほぼ水平に堆積しており，変位・変形及び
層厚変化は認められない。

測線3B-8

位置図位置図

地質断面図
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２．４ 個別断層の評価

⑫-1 F -3断層(F -3断層の評価)

○B海域では，奥尻海嶺の高まりとその東側の海盆の平坦部との
地形変換点付近に，ほぼN-S方向に延びるFB-3断層が認めら
れる。

断 に変 断

⑫-1 FB-3断層(FB-3断層の評価)

○FB-3断層は，Ⅰ～Ⅱ層に変形を与えていると判断される。
○また，FB-3断層の北方の測線3B-13においては，Ⅴ層が連続
するが，上位層に断層運動に伴うものである可能性を否定でき
ない変形が認められることから，安全評価上，これらを一連の
ものとして後期更新世以降の活動を考慮する。 測線3B-12

奥

mものとして後期更新世以降の活動を考慮する。
○断層長さは，本断層が北方に向かって活動性が低下しており，
測線3B-12と測線3B-11の間で海盆を分断する地形が認めら
れることを考慮し，約45kmと評価する。 FB-3断層

尻

測線B-③

測線3B-13

測線3B 12

奥

層
の
評
価
L
=
約
4
5
km

測線3B-14

海

測線B-⑧

測線3B-15

F
B
-
3
断

凡 例
嶺

○測線B-③～測線B-⑧及び
北方の測線3B-13において
て，後期更新世以降の活
動を考慮する。

○断層長さは，約45km。

泊発電所

敷地周辺海域の断層位置図(B海域及びE海域)
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⑫-2 F -3断層(測線3B-12)

２．４ 個別断層の評価

⑫-2 FB-3断層(測線3B-12)

○FB-3断層北端部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FB-3断層延長位置付近のⅢ層は緩やかに傾斜する海底面
に概ね平行に堆積しており，変位・変形及び層厚変化は認め
られないられない。

測線3B-12

音波探査記録

FB-3延長位置Ⅲ層は緩やかに傾斜する海底面に概ね平行に
堆積しており，変位・変形及び層厚変化は認め
られない。

位置図

地質断面図
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⑫-3 F -3断層(測線3B-14)

２．４ 個別断層の評価

⑫-3 FB-3断層(測線3B-14)

○FB-3断層中央部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○Ⅰ～Ⅱ層以下に変位又は変形が認められる。

音波探査記録

測線3B-14

Ⅰ～Ⅱ層以下に変位又は変形が認められる。

位置図

地質断面図
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⑫-4 F -3断層(測線3B-15)

２．４ 個別断層の評価

⑫-4 FB-3断層(測線3B-15)

○FB-3断層南端部の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FB-3断層延長位置付近のⅢ層は緩やかに傾斜する海底面に概ね平行に堆積し
ており，変位・変形及び層厚変化は認められない。
○Ⅰ Ⅱ層はほぼ水平に堆積している○Ⅰ～Ⅱ層はほぼ水平に堆積している。

音波探査記録

FB-3延長位置

測線3B-15 Ⅰ～Ⅱ層はほぼ水平に堆積している。

位置図

地質断面図

Ⅲ層は緩やかに傾斜する海底面に概ね平行に堆積し
ており，変位・変形及び層厚変化は認められない。
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２．４ 個別断層の評価

⑬-1 F -1断層(F -1断層の評価)⑬-1 FC-1断層(FC-1断層の評価)

○C海域では，自社データを有していないことから，海上保安庁水路部，
地質調査所及び石油公団の海上音波探査記録を用いて解析を行った
結果，文献に示される区間に断層(FC-1断層)が推定される。

断 狩湾 大陸棚縁辺 方向に連続 海底

N

○FC-1断層は，石狩湾の大陸棚縁辺部のN-S方向に連続した海底地形
の高まりの基部に認められ，そのほとんどの区間において，第四系中部
更新統以上の地層が欠如しているか，又は層厚が薄いこと等により層
理が不明瞭であることから，後期更新世以降の活動を考慮する。
○断層長さは，約27kmと評価する。○断層長さは，約27kmと評価する。

活断層研究会

凡例
GH96-166

GH96-167

GH96-168

GH96-169

FC-1断層

13:15

活断層研究会
「[新編]日本の活断層」による断層

後期更新世以降の活動を考慮する断層

音波探査測線(地質調査所，1996）
(エアガン シングルチャンネル）

GH96-162

GH96-163

GH96-164

GH96-165

300

(エアガン，シングルチャンネル）

音波探査測線(石油公団，1965，1977）
(エアガン，マルチチャンネル）

積丹半島

石狩湾

積丹半島

0 5 102.5 7.5

敷地周辺海域の断層位置図(C海域)
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⑬-2 F -1断層(測線GH96-169)

２．４ 個別断層の評価

⑬-2 FC-1断層(測線GH96-169)

○FC-1断層北端部の地質調査所の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FC-1断層延長位置付近のⅠ～Ⅱ層下部は緩やかに傾斜する海底面に
概ね平行に堆積しており，変位・変形及び層厚変化は認められない。

N

GH96-166

GH96-167

GH96-168

GH96-169

FC-1断層

GH96-162

GH96-163

GH96-164

GH96-165

Fc-1延長位置

積丹半島

石狩湾

積丹半島

位置図

0 5 102.5 7.5

Ⅰ～Ⅱ層下部は緩やかに傾斜する海底面に概ね平行に
堆積しており，変位・変形及び層厚変化は認められない。
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⑬-3 F -1断層(測線GH96-165)

２．４ 個別断層の評価

⑬-3 FC-1断層(測線GH96-165)

○FC-1断層中央部の地質調査所の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○傾斜変換点付近のⅠ～Ⅱ層は，下位層からの累積性はないもののわず
かな変形が認められ，下位層の一部の記録が不明瞭であり，状況が十分
に把握できないことから 後期更新世以降の活動を考慮する

N

に把握できないことから，後期更新世以降の活動を考慮する。

GH96-166

GH96-167

GH96-168

GH96-169

FC-1断層

GH96-162

GH96-163

GH96-164

GH96-165

積丹半島

石狩湾

積丹半島

位置図

0 5 102.5 7.5

Ⅰ～Ⅱ層は，下位層からの累積性はな
いもののわずかな変形が認められる。

下位層の一部の記録が不明瞭であり，
状況が十分に把握できない。
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⑬-4 F -1断層(測線GH96-162)

２．４ 個別断層の評価

⑬-4 FC-1断層(測線GH96-162)

○FC-1断層南端部の地質調査所の音波探査記録及び地質断面図を示す。
○FC-1断層延長位置付近のⅠ～Ⅱ層はほぼ水平に堆積しており，変位・変
形及び層厚変化は認められない。

N

GH96-166

GH96-167

GH96-168

GH96-169

FC-1断層

GH96-162

GH96-163

GH96-164

GH96-165

Fc-1延長位置

積丹半島

石狩湾

積丹半島

Ⅰ～Ⅱ層はほぼ水平に堆積しており，変位・変形及び層厚変化は認められない。

位置図

0 5 102.5 7.5
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２．５ 震源として考慮する活断層

①震源として考慮する敷地前面海域の活断層一覧①震源として考慮する敷地前面海域の活断層一覧

○震源として考慮する敷地前面海域の活断層一覧を下表に示す。

震源として考慮する敷地前面海域の活断層 覧

断層
番号

断層名
断層長さ
(km)

総合評価

①
神威海脚西側の断層
(FD-2断層，FS-11断層)

約31.5km
○Ⅱ層に変形が認められるか，又は層厚が薄いこと等により
層理が不明瞭であることから，後期更新世以降の活動を
考慮する。

震源として考慮する敷地前面海域の活断層一覧

② FD-1断層

約39km※1

○Ⅲ層に変形が認められるか，又は層厚が薄いこと等により
層理が不明瞭であり，さらにⅡ層が分布しないことから，
後期更新世以降の活動を考慮する。

③
岩内堆北方の断層

(FS-8断層，FS-9断層)

○Ⅱ層に変形が認められるか，又は層厚が薄いこと等により
層理が不明瞭であり，一部でⅡ層が分布していないことか
ら，後期更新世以降の活動を考慮する。

④
FS-10断層

(FS-10断層，f1断層)

約98km※2

○【FS-10断層】Ⅱ層に変形が認められるか，又は層厚が薄
いこと等により層理が不明瞭である。

○【f1断層】Ⅳ層及びⅢ層下部に累積的な変形が認められ，
Ⅱ層では層厚が薄いこと等により層理が不明瞭である。

○これらのことより，後期更新世以降の活動を考慮する。

⑤ 岩内堆東撓曲
○Ⅱ層に変形が認められるか，又は層厚が薄いこと等により
層理が不明瞭であることから，後期更新世以降の活動を⑤ 岩内堆東撓曲 層理が不明瞭であることから，後期更新世以降の活動を
考慮する。

⑥ 岩内堆南方背斜
○Ⅳ層に累積的な変形を与え，Ⅲ層及びⅡ層に変形が認め
られるか，又は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭であ
ることから，後期更新世以降の活動を考慮する。

⑦ FS-12断層 約6.7km※3
○Ⅱ層に変形が認められるか，又は層厚が薄いこと等により
層理が不明瞭であることから，後期更新世以降の活動を
考慮する。

⑧
寿都海底谷の断層

(FS-15断層～FS-19断層)
約42km

○Ⅲ層以下の地層に変位若しくは変形が認められるか，又
は層理が不明瞭であり，さらにⅡ層が分布していないこと
等から，後期更新世以降の活動を考慮する。

⑨ 神恵内堆の断層群 ※3

○Ⅱ層の変位・変形が小さく，下位のⅦ層内の変位量も小
さいと推定されることから，後期更新世以降の活動が継
続的に生じた可能性は低く 敷地に与える影響は小さい

震源として考慮する活断層

⑨ 神恵内堆の断層群 -※3 続的に生じた可能性は低く，敷地に与える影響は小さい
ものと判断されるが，安全評価上，後期更新世以降の活
動を考慮する。

※1 地形及び地質構造の連続性を考慮し，一括評価
※2 連動を考慮する断層として評価
※3 孤立した短い活断層として評価
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②震源として考慮する敷地周辺海域の活断層一覧

２．５ 震源として考慮する活断層

②震源として考慮する敷地周辺海域の活断層一覧

○震源として考慮する敷地周辺海域の活断層一覧を下表に示す。

震源として考慮する敷地周辺海域の活断層 覧

断層
番号

断層名
断層長さ
(km)

総合評価

⑩ FA-1断層

約48k ※1

○Ⅰ～Ⅱ層に変位若しくは変形が認められるか，又は層厚が薄
いこと等により層理が不明瞭であることから，後期更新世以
降の活動を考慮する。

震源として考慮する敷地周辺海域の活断層一覧

約48km※1

⑪ FA-1’断層
○Ⅰ～Ⅱ層に変位若しくは変形が認められるか，又は層厚が薄
いこと等により層理が不明瞭であることから，後期更新世以
降の活動を考慮する。

⑫ FA-2断層 約65km
○Ⅱ層下部に変位若しくは変形が認められるか，又は層厚が薄
いこと等により層理が不明瞭であることから，後期更新世以
降の活動を考慮する。

⑬ FB-2断層 約101km
○Ⅰ～Ⅱ層に変位又は変形を与えていると判断されることから，
後期更新世以降の活動を考慮する。

⑭ FB-3断層 約45km

○Ⅰ～Ⅱ層に変形を与えていると判断される。
○FB-3断層の北方には，Ⅴ層の上位層に断層運動に伴うもの
である可能性を否定できない変形が認められる。

○安全評価上，これらを一連のものとして後期更新世以降の活
動を考慮する。動を考慮する。

⑮ FC-1断層 約27km

○海上保安庁水路部，地質調査所及び石油公団の音波探査記
録を用いて解析を行った結果，文献に示される区間にFC-1断
層が推定される。

○ほとんどの区間において，第四系中部更新統以上の地層が欠
如しているか，又は層厚が薄いこと等により層理が不明瞭であ
ることから，後期更新世以降の活動を考慮する。

※1 地形及び地質構造の連続性を考慮し 括評価※1 地形及び地質構造の連続性を考慮し，一括評価

震源として考慮する活断層



186186

余白余白


